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序

東大阪市は、古代より栄えた河内の一画を占めています。市内には、旧石器時代

以降、各時代の遺跡が現在約130箇所が確認されています。生駒山の山麓には、

今回報告します西ノ辻・植附遺跡をはじめ鬼塚遺跡・鬼虎川遺跡など、平野部に

は瓜生堂・山賀遺跡など全国的にも著名な弥生時代の大集落が存在し、原始時代

の繁栄の様子を今に示しています。

また、弥生時代だけではなく縄文時代や旧石器時代の遺跡はもとより古墳時代

や後の時代の遺跡も数多く存在しています。若江遺跡の中には室町時代の一時期、

河内の中心である守護所が置かれた若江城跡も存在し、埋蔵文化財の宝庫と言わ

れています。

江戸時代以降は、商都大阪の近郊農村地帯でありましたが、現在市域の大半は

住宅・工場などが立ち並びまとまった水田地帯はわずかとなり、市街化が進んで

おります。

今回、報告する8件の調査は本協会が昭和57年から平成 2年にかけて実施した

ものの一部です。

報告したそれぞれの調査で、多くの遺構や遺物を確認しております。中でも辻

子谷 。宮山遺跡ははじめて遺跡の実態を一端を明らかにしたものと考えておりま

す。

本書が、原始・古代の社会を解明するうえでお役に立てれば幸いであります。

また、地域の文化財の学習資料となりますことを願っております。

最後になりましたが、調査および整理を実施するうえに、多大なご協力をいた

だきました関係機関、各位に心より謝意を表します。

財団法人 東大阪市文化野協会
理事長  日吉亘
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山賀遺跡第 4次発掘調査概報

I.は じめに
山賀遺跡は、人尾市山賀町から東大阪市若江南町一帯にひろがる弥生時代前期から古墳時代

の複合遺跡である。遺跡は、大和川の支流の 1つ旧楠根川が形成した沖積平野上に立地し、標

高約 2～ 4mの間に各時代の生活面が存在している。

北には、盛土を伴い完全な形で発見された弥生時代中期の方形周溝墓の存在で有名な八生堂

遺跡が所在する。また、北東に隣接して織田信長が築いた若江城や飛′鳥時代後期に創建され室

町時代まで続いた若江寺を含む若江遺跡 (弥生時代中期～近世)が所在している。

これまで、東大阪市若江南町 5丁 目地内に所在する若江中学校の新築工事、増築工事、下水

道管渠築造工事等に伴う調査を実施した結果、弥生時代前期の遺物包含層及び遺構、弥生時代

中期、後期の2次堆積による遺物包含層、古墳時代前期の遺物包含層、遺構を検出している。

これらの遺物包含層、遺構は、遺跡内にブロック状に点存し、その隣接地域においても、層

自体は、確認し得る状況である。特に、若江中学校敷地内東北部においては、弥生時代前期の

遺物包含層を約 lmの層厚で確認している。本遺跡の範囲と推定されている範囲内においては

北東端にあたる。

このように、当遺跡は、若江中学校付近に、遺物包含層、遺構が存在することが明確である

ため、今回の若江中学校校舎増築工事の計画がなされた段階で、協議をおこない、記録保存を

前提に発掘調査を実施することに決定した。調査は、東大阪市教育委員会の委託を受けて本協

会が実施した。調査面積は約80ギ (第 1図)で、現場調査を昭和57年 6月 10日 に開始し、 7月

9日 に終了した。

若江中学校
調査地点

0                       5(lm

l    I    I

第1図 調査地位置図
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(1)



Ⅱ.遺跡
今回の調査で確認した層序・遺構・出土遺物の順に以下、記述する。調査は、盛上が約 2m
存在し、弥生時代の遺構面は現地表下、約 5mに存在するためいわゅる階段掘りで実施した。
1.層序 (第 2図 )
今回の調査地の西壁断面図をもとに以下、層序について説明する。

第 1層 盛土

第 2層 旧耕土 (暗青灰色粘土)
第 3層 黄褐色粘土質シルト (床土)土師器、須恵器、瓦器、陶器など古墳時代から中世の
遺物を若干含む

第 4層 暗茶掲色粘土質シルト 古墳時代前期の土師器等を含む、遺物包含層
第 5層 黄灰褐色シルト 古墳時代前期の遺構面
第 6層 赤茶褐色シルト
第 7層 青黄灰色砂質シルト
第 3層 暗灰色シルト
第 9層 黒灰色粘土質シルト 弥生時代後期遺物包含層、相当層
第10層 灰色砂質シルト
第1刊 層 青灰色シルト
第12層 灰白色粗砂 (砂礫混じり)弥生時代前期～中期の自然流路
第13層 灰色細砂
第14層 暗灰色粘土質シルト 弥生時代前期の遺物包含層
第15層 青灰色粘土 弥生時代前期の遺構面
第16層 黒灰色粘土

第17層 青灰色シルト
以上が、当調査区における層序である。

遺物包含層は、第 4層、第12層、第14層である。第12層 は、自然流路で2次堆積の包含層で

ある。遺構面は、第 5層、第15層の 2面である。第 5層では、溝、井戸、土壊などの遺構を検

出したが、第15層では、遺構を検出しなかった。上記した遺物包含層以外は全て、無遺物層で

人為的な跡は認められなかった。

2.遺構 (第 4図 )
遺構は、第 5層上面で検出したのみである。内訳は井戸 2基、溝 7条、土壌 3基、ピット11

個である。

井戸 1

径約 lm、 深さ約70cmを 測る円形の井戸である。ほlF垂直に掘り込んでいる。内部施設はな

く素掘りである。遺物は、布留式土器、甕、壼、高杯、器台など多数出土している。

-2-

(2)



（
∽
）

―

∞

―

図
軍
Ж
恒
当
劉
隠
報
割
絡
　
国
劇
低

0

OP=+40m

OP=+30m

OP=+20m

17 5m

1 盛土
2 旧耕土 (暗青灰色粘土)
3 責褐色粘土質シルト (床土)
4 暗茶褐色粘土質シルト
5 黄灰褐色シルト
6 赤茶褐色ンルト
7 青黄灰色砂質シルト
8 暗灰色シルト
9 黒灰色粘土質シルト

10 灰色砂質シルト

H 青灰色シルト
12 灰白色粗砂 (砂礫混じり)
13 灰白細砂

14 暗灰色粘土質シルト

15 青灰色粘土

16 黒灰色粘土

17 青灰色シルト



遺物から見て、布留式古段階に廃絶したものであろう。

井戸 2(第 5図 )

長辺 l m25cm。 短辺 l mlocmを 測る隅丸方形を呈する平面プランを持ち、深さは約60cmを

測り、ほぼ垂直に掘り込んでいる井戸である。内部施設はなく素掘りである。埋土は、 5層 に

分層出来、すべてシルトあるいは粘上である。遺物は、埋土第5層茶灰褐色粘土より特に多く

出土し、底にはりついた状況である。庄内式から布留式古段階に属する重、甕、高杯などが完

形で多く出土した。

溝 1

幅約80cm、 深さ約30cmを 測る。東西溝である。断面は皿状を呈する。埋土は、黄褐色粘土

質シルト1層である。遺物は、土師器、瓦器、須恵器などが少量出土した。遺物から見れば、

鎌倉時代に埋った溝である。

溝 2

幅約40～ 80cm、 深さ約10cmを測る南北溝である。断面浅い逆台形に近い形態を呈している。

埋土は、茶褐色粘土質シルトで、土師器が少量細片で出土した。古墳時代前期に廃絶している。

清 3

幅約40cm。 深さ約locmを 測る溝である。検出部分中央付近で 2本に分かれているが、切 り

合い関係は認められないため、同時に流れていたと思われる。埋土は、茶掲色粘土質シルトで、

遺物は出土しなかった。時期は、埋土から見て古墳時代前期である。

清 4

幅約50～ 60cm。 深さ約20cmを測り、断面浅い皿状を呈する溝である。溝 1に よって切られ

ている。埋土は、暗茶褐色粘土質シルトである。遺物は、土師器が少量出土した。時期は、出

土遺物から見て古墳時代前期である。

溝 5

幅約40cm。 深さ約20cmを 測り、ほぼ南北方向に走る小溝である。断面は、逆台形を呈して

いる。溝 1と 切り合い関係にあり、溝 1よ り南側へ伸びてつないだところを見れば、溝 1内で

この溝は終結していたものと思われる。埋土は、茶褐色粘土質シルトで、遺物は、土師器が細

片で少量出土した。時期は、古墳時代前期である。

溝 6。 7

いずれも、幅30～ 40cm。 深さ約10～ 20cmの小溝で短い。断面は、浅い皿状を呈している。

埋土は、茶褐色粘土質シルトで遺物は、土師器が少量出土した。時期は、古墳時代前期である。

土ナ廣 1

長径3.2m。 短径2.8m。 深さ約40cmを測り、たまご形を呈する土壌である。断面は、浅い皿

状を呈している。埋土は、暗茶褐色シルト質粘土で炭化物を多く含んでいる。遺物は、土師器

が少量出土した。土器は、庄内式から布留式にかけてのものである。

土境 2

-4-
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北断面にかかつており、全景は知り得ないが、長いたまご形を呈すると思われる。短径約

80cm。 深さ約30cmを 測り、断面皿状を呈する。埋土は、炭化物を多く含む、暗褐色粘土質シ

ルトで、土師器が少量出土した。時期は、古墳時代前期である。

土境 3

最大幅60cm。 最小幅30cm。 深さ20cmを 測り、長方形に近い形状を呈し、断面逆台形の小土

墳である。埋土は、茶褐色砂質シルトで、遺物は、出土しなかった。時期は、古墳時代前期で

ある。

ビット群 (1～ 10)

ピット群は、調査区の南下半に集中する傾向にある。形状は、全て円形で、径約20～ 30cm、

深さ約20～ 40cmを測る。埋土もほぼ同一で、茶褐色粘土質シルトである。遺物は、各ピット

ともあまり出土せず、土師器の細片のみである。時期は、すべて古墳時代前期である。これら

のピットは、すべて柱穴と思われるが、建物あるいはオ冊を形成するようなものはピット2・

8,9の建物 1以外にはない。唯、ピット4・ 5。 6で、柵列を想定できる可能性はある。

建物 1

ピット2・ 8。 9で形成する 1間 × 1間の建物である。南東の柱穴は、溝 1に より切られて

いるため存在しない。柱間は約 2m～ 2m30cmで少し広めである。この建物は、井戸 2を 囲む

ようにして建つており、時期的にも、井戸 2と 合致することを考えれば、井戸の覆屋の可能性

があると言えよう。

3.遺物

遺物は、第12層の自然流路、第 4層の古墳時代包含層、第 3層の床土、各遺構より出土した。

第12層、自然流路からは、弥生時代前期 (I様式)の土器が多量に出土した。その器種は、

甕、重、三蓋、鉢である。他に石器も若千出土している。

第 4層古墳時代包含層からは、庄内期の奏、壷、高杯などと布留期の甕、壼、高杯、鉢、器

台などが少量出上した。

古墳時代の遺構からは、庄内期から布留期にかけての菱、重、高杯、鉢、器台などが出土し

た。特に丼戸 1・ 2か らは、完形に近い土器が多く出土した。

中世の遺構から、土師器、須恵器、瓦器、陶器などが出土したが、説明を省略する。

以下、古い時期から順に略述する。個々の遺物の詳細については、観察表を参照されたい。

弥生時代の遺物

弥生土器について説明する。弥生土器は、大半が畿内第 I様式中段階から新段階に属すもの

で、少量の畿内第Ⅱ様式に属すものがある。完形に復元できるものは重蓋を除いて無い。甕は、

有文と無文のものが存在する。図179の ように体部に刻目をもつ貼付突帯を施すものは河内で

は珍しい。壷は、段あるいは多条沈線や貼付突帯を施すものがある。体部に木葉文を施す図

142も 1点出土している。鉢も無文と多条沈線を施すものがある。なお、図75の ようにいわゆ

る長原式に属す縄文系の土器が極く微量、存在する。
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第刊0図 土師器・石製品実測図
古墳時代の遺物

遺構出土品を中心に、一部包含層のものも含めた庄内・布留式土器と砥石について説明する。

庄内・布留式土器は、特に甕の口縁端部の肥厚の有無などで型式的には区分できるが、井戸

1・ 2な どの遺構から出土しているものは布留式上器と共伴しており同時に使用されたと考え

られる。したがって今回出土したこの時期の上器に関しては同時期に使用されたと考えたい。

時期は、庄内式土器の最終段階から布留式土器の古段階と型式的にはなるが、おそらく中河内

における布留式の古段階の様相を呈しているものと考えられる。

砥石は、表裏 2面を砥面とし灰白色を呈する石材を使用している。

-13-

(13)

0

＼澪
吻

物

物

物

物

物

一　

　

一



224 221

225

222

226

217

ギ
　
さ
ヽ
ヽ
、

ヾ

Ｌ

″

へ】
一
一
・´

―ノン　　　　　　　　．　
ィ　　　　″ Ｌ
手
／
218

219

231 230

232   2(lcm
220

第11図 土師器・須恵器実測図

Ⅲ。まとめ

今回の調査は、狭小な調査規模なため遺構の追求が充分できなかったが、数々の知見が得ら

れた。以下箇条書で説明する。

1 古墳時代前期 (庄内期)の集落ナ上の一部を検出した。集落を構成する井戸、溝、建物等
が検出できたことにより、集落の中心部に近い様相を呈していると言えよう。

2 井戸 2を囲むように建物 1が建っている。これは、他遺跡においては、あまり例がない
が、一応井戸の覆屋と考えたい。

3 弥生時代前期の自然流路を検出した。流路は、明確ではないが東から西へ流れている。
出土した遺物は、あまリローリングを受けていない。おそらく、調査区よりも東側の

ごく付近に位置する遺物包含層から、流れて来ているものと思われる。

4 弥生時代前・後期の遺物包含層、ベース面相当層は、確認したが遺物、遺構とも検出で
きなかった。
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図画番号 遺伝 層
法二 (cm) 閉 整  手 法

色  調 含右鉱物薇 (mm) 備 考

図面番号  ∞ 1
自然すじ路

翼
ケズリ後ナデ

ヨコナア、 日経
'山

部刻ロ

外面 イこよい貨色

断面 に赤い赤格色

やや密

以下多た、クサ

長、雲母20以下
多二

粘土縦lに

在地産

図面番号  ∞2 舞,1つ 層
自然う|こ監

魂 口径 ●22)

器高 (S4)

ヨヨナア、回線・ヽ部刻目

沈隷 3本

内面 にぶい質橙t

外面 オリーブ氣色

断面 灰白色

やや密

以下多量

小

片
外面スス付着

在範産

回面番号  (X3 第
自然流路

奏 口径 (263)
器高 (86)

ヨヨナア、 口縁報部刻目 内面 薩灰文雹

外面 暗灰女色

断面 暗反資t

長石DO以 下 中

多量、角閃石10
以下多霊

在地芝

画面番号  (X)4 第 12層 理 口径 (308)

器高 (58) ケズリ後ナテ
内面 にエヤヽ資種色

外面 におい禍色

曲「面 淡資色

長石 芸母20以
下多猛、角閃石
2つ以下中景
クサリ碑iO以下

外面スス付猪

在地産

国面番号  (X5 第 12層
自
'ヽ
洸路

養 口径 (う08)

器高 (76)

12条 /mの ハケメ後ヨヨナデ
ハケメ後部分的にナア ベラガキ沈線 8本 5条 /ctoの

ハケメ後ヨヨナア

によい黄を】芭

長石 石英30以
下 中二 、角 閃

少長、クサリ疎
lo以 下少二

外面スス付着

鵜主観痰

在地産

図面を,  9拓 第 12層
自然流路

奏 口径 (″ 2)

器商 (42)

ヨコナデ後ナデ ナア  回隷瑞古Ⅲ刻目
テア、ベラガキ沈撤 3本

内面 暗l島と

外面 滅黄ヒ

断面 浚支色

やや粗

下歩二

他地裁た

自
'大

流路
(252)

(S6) 才キ沈撤 3本
内面 灰資t

断面 にぷい賀橙t

やや粗

長、角

'、

1石lS以
下多
=、
微細な

雲ヽ母多数、クサ

リ環10以下少長

外面スス付着

図面番号  ∞8 第 12層 弥
=土
器 翼 口径 (203)

器高 (56)

ヨコナテ後テア

ナデ、ベラガキ泥線 2本
内面 灰網色

外面 に工い賀澄色

断面 にぷい質澄色

やや狙
長石 石英80以
下多長、チヤー

ト、クサリ礫20
以下少歳

回面番号  OO,
自″`流路

目盗 (262)
器商 (68)

風化のため爾整不明 風化のため報整不明
ヘラ才キ沈撤 4本以上

内面 鵜亀

外面 にぶい栓色 関石iO以 下多量

帷
部
い

図面番号  010 第 12層 ll、■■器 奏 日径 l158)

器高 (70) 斜め方向のケズリ後ナデ
強いヨヨナア、回線路部刻日
10条 /emのハケメ後丁黎なテ
ア、ベラガ■沈燃 6本 外面

灰黄t

灰賀禍色

断面 灰賀色

やや狙

下多重、蟹母iO

り疎10以 下少長

体部外面一部朱

(ベ ンガラ)付着
在地産

図面番号  011 窮 12層 ,ケ、■■器 奏 口径 (164)
器高 (58)

ヨヨナア、日縁
'騰

都刻目

丁事なナア、ベラガキ沈撤 0

本

内面 にぢい責種色

灯卜面 熱褐色

門l面 灰色

やや密

長石 10以 下 中
長、角関石10以
下多
=

在地産

表 1 山賀遺跡 4次調査出土遺物観察表
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遺構 層 巌 類
法景 (cm)

( )復際経,鍼寺葛

:目 整  手 法
合有鉱物種 (mm) 備  着

画面番号  012
"'12層自然湧t路

口径●78)
器高 (■ o)

ヨコナデ、 口振鸞部刻目
7条 /cmのハケメ後ヨヨナ
ア、ベラガキrt線 5本以上

内面 明
'島
色

外面 積色

断面 明赤イ蜀色

長石20以 下中
二、角閃石20以
下多彙、クサ リ

礫 石英10以 下

自然流魔
剪 口径 (19“ )
器高 (38)

内面

仄貨褐t
長石20以 下中
二 、 徴 lVな 芸
母 石失多二

図面番号  014 第 12層 口径●74)
器高 (ク o) 縦方向の強いナア、ベラオキ

光 電12本

断面

村F(色

灰白色

二、角関石20以
下多量、徹和Iな
整,多量

口緻部粘ittX
在地産

図面番号  01S 第 12層
自夕`流路

;ケ4■器 口径 (151)
器商 (63) 丁寧なナア

ヨヨナデ後ナデ

9条 /(Inの ハケメ後ナア、へ
内面I灰褐色

外面 イこボい黄褐t

は
'面

におい賀綺色

密
長石10以 下少

= T激
細な角閃

石 雲母多霊

内面指圧 J(

第 12層
自然流路

要

底径 (62)
9条 /cmのハケメ後ナデ

外面 灰黄色

断面 仄イJ色

長石 石英ao以
下多と、角閃

多長、クサワ疎

1亙 部門■ 1簡 所
小高台
内面スス付着
在地産

図面番号  017
自然流路

S,■■器 整 口径 (162)
器高 (28)

ヨヨナア、回線繋部刻ロ 内面

外面

褐灰色

黄灰色

業石20以 下 中

少エ

囃
部
い

他班寂産

図面番,  o18 第 12層
自
'^流
路
弥主主器 立 口径 (178)

器高 (48) 10奈 /cmのハケメ後ナア、ヘ
ラガキ沈縦 1本以上

内画 ttぷ い資凝色

外面 灰樹t

4

英15以下多数

離
部
い

図面番号  01, ケ 12層
自然流路

口径 (210)
器高 (28)

風化のた″́調整不切 風化のため銅整不明 内面激責色

外面 減貫t

断巨 減賀色

狂

長石30以下多 帷部
弾

画面番号  020
自″́流監

回径 (182)

器商 (62)

l獄方向の空なベラミガi
縦方向のヘラミガキ、ヘラガ

キ涯線 2本以上

内面 灰色

外面 灰色

やや密

下少
= 
徴細な

養母多二

聴
部
“

在地震

図面番号  021 第12層
自然流路

弥主主器 口径 (169)
器高 (60)

内面にぶい賀雹

外面 とこぷい資也

民石 チヤート

図面番号  022 第 12層
白公流路

回径 038)
器商 (S6) ベラミガキ、ベラガキ沈線 3

内面 淡黄色

夕rtti縛灰色

断面 オ,資色

やや狙
望石 石英 角
閃石20以下多重

帷
部
い

在地産

山賀遺跡第 4次調査出土遺物観察表
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種  類
法二 (cm)

( )復原軽義寄蔦

g鳴 整  手 法
含有払物甚 (mm) 残4度 備 考

国面看丹  O必 第 12層 ダF=と手 口径 (186)

器高 (26)

内面 にぷい責橙色

外面 によい賀橙色

圧「面 ,こ ムい質笹色

石英 チ
lo以 下多

輯

部

聘

図面番,  0う4 第 12騒 (160)
(38)

内面 灰責イB色

世Fl画 灰白色

長石 石英40以
下多二

鵡
都
塑

自然

'ど

路
霊 口径 (190)
器高 (62)

ロイとのため,1整不明 風化のため調整不 H月 内面 オリーブ褐色

外爾 減貨芭

断面 浪資色

長石 角閃石10
以下歩二、テヤ

離
部
那

口縁都ロイレ簡所

在地域

第 12層 口径 (310)
器盲 (68) ケズリ後ナテ

外面 橙色

断面 明賀褐色

長石 笙母ェO以
下′)｀二、長石20
以下多畳

小破

片

他蠅戯産

画面番号  O野
自然流路

弥■■器 口径 (144)
器高 (,8) 0余/cmのハケメ後ナア

外面 灰褐色

断貢 I=='い褐色

二、受石 察母

外面スス付着

他地域芝

[ Jヽ面篭号  028
自夕(流魔

回径 (163)
器高 (44) H条/cnのハケメ

外面 イこぷい賀糧色

やや密
長石 IO以 下少
雲、角閃石,0以
下多長 クサ リ
礫OS以下少猛

小板

図面番号  029 第 12層 ,ケ、■■器 鉢 口径 (178)
器高 (54) 7余 /c痢 のハケメ後ナデ

内面 褐色

断面 に赤い褐色

長石 石英 角
閃石20以下多
長、微細な雲母
多Д

小破 1占■紙痕

図面新号  030
自公流路

口径 (154)
謡高 い0) B´条/cnのハケメ後ナア

外面

灰資褐色

灰女褐色

断面 灰白を

密
長石 10以 下少
二 、微 細 な雲

母 角閃石多景

在地産

図面番号  ∝ 1 第 12層 菱 口径 (214)
器高 (04) ヘラミガキ、ベラガキ洸l療 1

内面 潰賀色

外面 明灰黄色

巽石 チヤー ト 聴部
い

粘土組汽

図面番号  032 第 12層
自夕央′じ魔

日径 (186)
器商 (34) ベラミガキ後ナア ヘラミアキ ヘラガキ洸隷 3

内面 灰責色

外面 資灰笹

断面灰Ⅲt色

長石40以 下多

― 卜2o以下多彙

他地域産

国面番号  038
白″大』
`陛

口径 (156)
器商 (102)

ベラミガキ彼ナア

顎部に段 ユピ圧 ,」 t

内面 浚黄橙色

外面 淡質横色

断面 淡責棧t

20以下多■、石
英30以下多Hi

山賀遺跡第 4次調査出土遺物観察表
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図面番号 遺鶴・ 層 種 類
法
=(cm)
(l後原径残F密

調 整  手 法
色 鯛 含有鉱物嶺 (mm) 残存度 備 を

図面番号  o■ 4
自然流路

口径 (lo 3)
畢高 (14) タズリ後チア

断面 灰貧色

長石40以 下 中
二、石英10以 下
中景、角閃石20
以下多二、微細
な雲母多景

内面毒(涎 及び―

郵スス付着
在地産

図面番号  0,s 第 12層
自然洸路

弥主主器 霊 口径 (121)
器商 32

ベラミオキ後テテ 内面 にぶい貢役t

外面 灰白色

やや密
長石 10以下少
Д、石葉20以下

円孔 2笛所
無伏把手 2価
他地域産

回面番号  036 第 12層 ,ケ主主器 減鎌 口径 (147)
器商 (38) ヘラケズつ後ヨヨナア

内面 にぶい褐色

断面 イこ,Fい褐色

受石 lS以下多
二、角閃石20以
下多長、クサ リ

在地産

図両番号  
“

7

自然チし路
口径 (123)
器高 ● B)

外面 将色

断面 網色

長石 iO以 下多
景、角閃石20以
下多雲

片

図面番号  o38 第 12層
自″少流陸

奏 口径●ol)
器高 (54) ナア、 6条 /c題のハケメ

内両 明格灰色

外面 黒色

断面 灰白t

置、角閃石20以
下ケ豊

外面スス付髯
在地産

図面番号  o3,
自然流路

養 口径 (148)
器高 (54) ヘラケズリ後ヨコナデ

内面 |=ぷ い樹色

外面 灰褐色

断面 すこ
=い
縛色

下 多二 、 角 閃

多量

内面スス付着

図面番号  0す 0 第 12層
自然流路

ユ「生上語 鉢 口径 (1,9)
器高 (45) ヘラガ■沈練 4本

内面 にぷい翼笹色

断面 灰白色

長石20以 下多
I、 角閃石10以

下多重、石笑 10

在地産

図面番号  041 第 12層
自然流路

立 口径 (194)
器市 (■ 5) ベラミガキ部分的にナデ

内面

断面

灰褐色

灰網色

角閃万 長石 在地産

国面番,  o42 第 12層
自″入流路

弥■■器 口径 1182)
キ商 (34)

内面

外面

断面

黒縛色

灰禍色

黒網色

やや狙

彙、角閃石 蟹
母lo以 下多景

小

片
外面スス付差
在地産

図両番号  043 第 12層
自然流路

口径 (199)
器高 (42)

ヨヨナデ後一部ナテ 内面 l差費色

外面

断面

によい資糧色

灰責色

長石 石英DO以
下多量、雲母40

噛

部

い

他地域産

図面凝号  呻
"12層自然流路

赤生上器 口径 (178)
器商 (25)

内面 灰黄色

外面

陶l面

明赤褐色

費灰色

峨
部
い

他地域産

山賀遺跡第 4次調査出土遺物観察表
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遺構 層
|)復療径,残存葛

:日 整 ・ 手 法
含右鉱物猛 (mm) 秘存度

内  面 タト  面

図面警号  045 第 12層 養 口径 (146)
器高 (54) 縦方向のベラミガヤ後ナデ

メ後ナデ 外面 反禍色

断面 灰白色

灰白t

やや密

主、角閃石10以

下多量

極
片
在地産

図面番号  046 舛 12層
自然流路

弥主主器 聾 器商 44
底径 (76)

内面 灰白色

外面 灰褐色

断面 灰色

やや粗

長石20以 下少

―卜aO以下多
長、イkt細な雲母
少
=

螂
】
底部粘■紐痰

外面一部熱班

他地域芝

第 12層 口径 (283)
器高 (SO) ベラケズリ後ヨヨナア ベラケズリ後 7条 /caのハケ

内面 l☆黄色

タト11浅賀色

断面 1ヽ兒賀雹

下多湾i、 角閃石
20以下多長

外面暴斑

在地産

劣,12層 口盗 (202)
器商 (58)

内面 橙色

断面 反白色

閃石50以下多二

輯
部
那

在地猛

画面番
=  049

ケ′12層 口径 (207)

器高 (54) ヘラヘズリ後,デ ヘラケズリ後丁事なナア

外面

i(灰色

灰イ再t

断面 灰白色

王石 iO以 下多

=、
角関石20以

下少猛、月閃石
20以下少二、雲
イナtO以 下多景

内面スス付着

図面番号  050 弥生土器 芝 口径 (45) 口縁都～顎部にかけてヘラガ

キ直線文 竹笹文、鋸歯文、
口縁報部ベラガキY[縦 3本 内面 灰稿色

断面 褐t

長石 角囚石05
以下多二

雑
小
片

在地産

自然′
`路

養

口犠鍛都刻目
ヘラ才キ'たヤ凛2ホ

内面 明禍色

外面明樹と

山l四 明イ島色

授石 S,
片

画面を
=  OS2

舛 12層
自然沈Fを

養

口縁端都刻ロ
ベラガキ沈線 2本以上

内面 褐t

外面 褐色

断四 1島t

長石 ム母 角
「,石

小

片
在地産

図面輩
=  05a ベラガキ沈森 2本以上

内面 鶴色 在地芝

回面を,  054
ベラガキ沈練 2本以上

外面 にぶい黄紹雹

図面番号  055
自
'(流
路 ベラガキ沈縦 2本

内面

外面

によい責褐色

禍灰t

断面 黄灰色

量、角閃石BO以
下少激、微剤な

箋母多量

山賀遺跡第 4次調査出土遺物観察表
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図画番号 通構 層 種  類
法量 (cm)

()領原色残手高

調 整  手 法
色  調 含有鉱物種 (mm) 残孝腐 備 考

図面番号  Oく 6
自然流路

,デ生土器
ヘラガキ沈線 2ホ

外面赤褐色

rf面 にぷい資鶴色

やや粗
長石 15以 下多
長、角閃石BO
以下多え、徹I″

片

在地猛

図面奮
=  oD7

第 12層
自然流路

弥主主器
ベラガキril黛 2本

内面 灰資縛t

外面 明亦褐色

断口灰貢色

長石 ao以下多
二、角閃石10以

下多歳

片

自夕入流氏将 ベラガ■沈線 9本
外面 灰受網色

圧l面 灰貨樹色

片

在地産

図面番号  OS, 舛 12層 赤■■器 ヘラケズつ後ナア 6条 /cmのハケメ
ヘラオキ沈線 2本

内面 にぶい翼t

褐灰色

灰白色

二、角閃石iO
以下多二、微細
な蟹母少
=

小疲 在地た

図面番号  061
自然流路 ヘラノキヽた療3本以上

内面 灰黄1島色

外面 灰賀網色

長石 雲母 角
閃石

小

片
在地産

図面番号  061 第 12層
自然流路 ベラガ■沈隷ワ本以上

内面 I=ぷ い費褐色

外面 灰賀縛色

長石10徴タンな角
閃石 芸母多主

小疲

片

在地産

図面番号  062 第 12層
自然流路 ベラガキた愧 2本

内面 貨灰色

外面 にホい粛澄色

断面 によい賀澄t

密

二、雲母 角閃
石05以下多二

小板

片

4)'産

画面番号  的
自然流路

弥とと器
ヘラガキ沈撫 2本

内面 赤招色

外面

赤樹色

長石 雲, 角 小政
片

在地産

図面番号  064 第 12層
自然洸路

弥
=主
器 剛 ヒのため凝整不明 内面 灰貨樹色

外面 灰黄網色

断瓦 灰黄褐色

長石 雲母 角 小破
片

在地震

図面番号  lX,ヽ 第 12層
白本た流路

弥生主器
ベラガキヽt,112本 以上

内面 仄女褐色

外面 灰賀13色

断面 灰賀褐色

図面番号  (l,6 第 12層 ,,両 黄召色

断面 賣褐色

長石 釜雲母
角閃石

小れ
'そ

在地産

山賀遺跡第 4次調査出土遺物観察表
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図面モ号 遺構 眉 を  顕 器  形
法■ (cm)

()懐原1:残存高

閉 整  手 法
色  調 含右鉱物猛 (mm) 備 考

外   面

回面蓋号  06● 第 12'議 ,ケ、主主器
ベラガキ沈練 2本以上

外面 灰貨色

以下多二、祭母
05以下歩二

園面番号  00こ
自ケ人流路

弥
=土
器

ベラガキぬ線2本】上
外面

断面 貿褐色

雲母 角閃石

国面番号  069 第 12層
自然流路

弥■■器
ベラガキ沈線 1本

内面 に工い賀樹色

外面

理l面

灰費色

長石 石英ao以

10以 下少
=、
微

妙な雲母多長

凝
片
在地産

画面を号  0‐ 0
自然流魔 ベラガキ洸隷 1本以上

内面 にムいア、網色

灰賀褐ζ

灰賀鶴色

二、角閃石 蚕

小破

片

在範産

回面番号  O‐ 1

自然流路 ベラガキ洸糀 1本
内面 曜灰資を

図面番号  ('2 第 12層
自
`央
洸路

翼 ヨヨナタ、口縁船部刻目
ベラガキrた繰 2本

内面

外面

灰獄褐色

灰資料色

世F面 灰責褐色

長石 泰母 角 小
片

自′べ流臆
奏 積方向のハケメ

縦方向のハケメ

ロ隷報部刻目
ベラガキ沈組 1本

内面 暗灰賀色

外面 聴灰責色

断面 噌灰貨t

長石 金芸母 小破

図面番号  0'4
自
'央
√し路

外面

断面

賀1島色

賀絡色

責褐色

小疲 在地産

図面番;  075
自′へすし路

縄文土器 風化のため観整不明
口線端部貼付突市

内面 灰黄縛雹

外面 灰賀褐色

断面 灰費褐色

重石 石英 金 小
片

図面を,  O‐ 6
自然すこ路

外面 にふい資色

断面 Iこおい黄色

長石20以 下多
選、角肉石10以
下多雲、徴 1/な

雲母′レ`二

片

内面一部スス付

着

自然流路
縄文■器

Я古付突奮 1本
内面 仄質樹色

断面 灰賀綺t

石薬 角閃石
小疲

山賀遺跡第 4次調査出土遺物観察表
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国面番号 遣構 打 種 類
法H(c■1)

()偵
「
径沸蔚

調 整  手 法
色  譲 含有鉱物ほ (mm) 備 を

翼

口縁朗部刻目
ヘラガキ沈縦 5本

内面 褐色

外面 召色
片

在地産

図面番号  ll'9 第 12層 弘■■器
Iた]面 貨l爵色

外面 黄褐色

断面 賣褐色

雲母 狩閃石
小疲 在地産

国面警
=  980

舛,12層
白夕入流路

ミガキ後ナア ミガキ後ナデ
ヘラガキ沈隷 8本

笹色

王石 10以 下少
三 角閃石20以

以下多長、クサ
リ凍10以下少主

E`面番号  081 第 12層 7条/cmのハケメ後ヘラミガ 内面 縛色
長石40以 下少
二、角閃石20以
下少主 微細な
蟹母多長、ダlttl

片

外面一部黒斑

図面番号  o82
自然ラドt驚

Fケ生主器 内面 にぷい赤褐色

外面 符灰色

断面 にぶい責澄色

長、角閃石 簑
片

第 12層
自
'入
流路

ケズリ後ナテ
ヘラガキ沈練 4本

外面

断面灰t

長石aO以下少

母 角閃石多景

片

回面番号  084 第 12層
自が央流路

弥主主器
ヘラガキ沈級 5本以上 2■

内面 賀褐t

外面 丈褐乞

断面 文褐色

小破

片

在地産

国面番;  o85 第 12層
自ケ央√し路 ヘラガキ沈線 0本以上

内面 灰資1'1色

外面灰貨襴色

断面灰)イ褐ζ

回面番号  086 第 12層
自″央流路

粥 ケズリ後ナデ 5条 /cれ ,の ハケメ後ナデ
口絨端部刻国

内面 にホい黄橙色

外,1灰女色

断面 灰貢色

長石 IO以 下少
長、角関石 表

クサリ擦 :O以下

小競 在地産

図面番号  o87 第 12層
自然流陸

弥生土器 ヘラケズリ後ナア
ベラガキた線4本以上

内面

外両

賀褐色

貨褐色

やや狙

雲、角閃石10以

擦 10以 下少景、
微カノな基母少量

片

在地産

図面番号  088 第 12層
ヘラメキ沈線 3本

内面 載贅也

外面 ,光黄色
長石 石英20以
下中盪、角閃石

一部氣斑

山賀遺跡第 4次調査出土遺物観察表
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澄構 層
法二 (cm)

( )僚原怪厳海島

調 整  手 法
含有鉱物薇 (mm) 僚 考

外   画

図面桜
=  089 自然υF`路

明贅格色

明賀網色

外面

回面番号  090
自然す.野 ヘラガ■ジし撤6本

内面 貰灰色

外面召仄色

断面 灰白色

長石ao以下 中
量、徴粕lな 盛母

多長

小疲

片

外面スス付着

他地域産

画面番号  091 第 12層
ヘラガキ沈徹 5本

雲Fl面 イこぶい賀褐色

長石30以 下多
量、角閃石20以
下夕
'長
、クサリ

碑 iO以 下少登、
微細な奏母多最

小破 在地産

図面番号  (),2 舛,12層
自然流F各 ヘラガ■洸ヤ真2本以上

内面 装資色

外五 淡賀色

断面 lⅢ女色

妻石 石英 小

片
他地滅芝

図面番,  0,a
自然

'.路

弥■■器
ヘラガキ洸縦 7本以上

外面 仄荏!

断面 灰包

やや粗

長石20以 下

“
多五

外面スス付者

他地域産

図面番号  (,4 第
自 ベラオ■サL隷 5本以上

外面 灰費禍色

断面 貰灰色

景石50以下 中

下中長、クサリ

礫 10以 下少逮、
,え報な養母少量

囲面を,  0。 5
自然流監

ヘラガキ沈線 5本以上

外両 褐灰色

長石 石芙20以
下多重、微細な
婁,多長

小破

回面番号  096 第 12層 ヘラミオキ後ナデ
ベラガキ沈撤 1本
山形文 外両

にぷい貢褐色

灰黄欄雹

断面 反白色

やや糧

長石 石笑芸5以

40以下少量、侯モ
細な饗母多五

小破 在地芝

図面番号  ll,7 第
白 ベラガキ沈隷 2本

斜格子文

内面 黄lB色

断面 灰黄色

H、 角閃石20以
下夕′長、クサリ

省ll劇 な奏母少
=

片

在地産

図爾番号  l,98 第 12層 内面 にぶい文橙色

外面

灰白色

望石 石英ac以
下多と 角閃石
10以 下多表

小疲 在地芝

図面番号  0,0
白″1流障

ケズワ後ナデ ケズリ後ナア

外面 黄灰色

断面 灰白色

やや粗

下少歳、徹綿な

長母少二

小疲

片

在地産

山賀遺跡第 4次調査出土遺物観察表
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法Д (cm)

( )僚原径繊存高

調 整 ,手 法
台有欲物語 (mm) 備 考

図面番
=  1∞ 自ク央証七路

内面 にホい黄褐色

外面 賀仄色

械f面 仄白色

楽石 10以 下 中
二、角閃石IO以

下少
= 
微剌な

れ
片

図面番号  101 第 12層 養 内面

外面

断面

褐灰色

褐灰色

褐灰色

極
片
他地域産

回面番,  lo2
自然流路 ベラオキ/た線S本以上

内面 反自色

外面 によい貨笹色

断面 灰白色

長石20以下中

母iO以 下多霊

小疲

片

在地産

図面番号  lo, 第 12層
自然す」路

弥
=土
器 5条/cmのハケメ

ベラガ■′七撤2本以上
内面 にぷい黄糧t

外面 におい費電,色

歓i面 灰賀格色

と、角閃石20以
下多と、微炒な

簑母多贅

小疲

片

在地産

画面番号  1∝ 第 12層
自然流路

,li土 器 養

口縁娼都刻目
ヘラガキ泥線 4本以上

内面 仄賀縛ζ

外瓦 灰黄褐色

断面 仄黄褐色

片

在地産

図面番号  10S 第 12層
自″央流路

ヘラミガキ後ナア

ア1■文1本
ベラガキ沈練9本以上

内面 灰賀色

反黄褐t

やや密

長石20以下 中
量、角閃石OS以
下多長 クサ リ

図面番号  106 第 12層
自然す
`路

訴生土器 尭

ベラガキ'光線 4本以上
内面 灰賛褐色

灰賀網色

仄賀褐色

関石

小敲 在地産

図面積,  lo7 第 12層
自然流路

8条 /mの ハケメ後ミガキ
ヘラガキ沈隷 4本以上

におい賀橙色

によい黄橙色

脚「面 灰白色

長石 石英80
以下中長、猪因
石20以下多二、
微 1ノ 'r雲 母、ク

サリ疎少重

小疲

片

在地産

図面餐号  108
自

弥■■器 ハケメ後ミガキ

外面

黄禍t

賀縛ちし

小疲

図面番号  lω 第 12層
自然洸魔

赤生土器
ヘラガキ沈線 4本
(大 1)(小 3)

内面 オリープ黒を

断面 にぶい費禍色

長石40以 下多
長、クサリ凍10
)ユ 下少二、微細
な角閃石 雲母
多貴

小破 在地芝

図面番号  110 窮 12層
自然流路

F′,生主器 1つ茶/cFnの ハケメ後ベラミガ

ベラガ■レt線 4本以上

内面 灰)(色

外面 にぶい文褐色

断面 灰白色

やや覆

長石 角閃石15
以下多重、金盛

Ⅲ20以下少二、
微細な襟母多数

小破

片

外面スス付差

在地産

山賀遺跡第 4次調査出土遺物観察表
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図面番号 通構 層
法二 (cm)

( )領ぼ径茄

調 整  手 法
合有鉱物種 (mm)

内  面 外   面

図面を,  ■1 第 12層 メ「笙土器 ベラガキ,先燃 4本
内面 によい責獲色

夕,1に Áい責覆t

断面 灰白色

二、角閃石20以
下多
=、
クサリ

韓iO以 下少二、
微タタな雲母多表

小破 外面―部スス付

着

図面番,  ■2 第
自 ヘラガキ沈i家 3本以上

外面 褐色

断11褐 色

小疲

片

在地産

E:面 着,  H3 第 12層 内面 灰色

外面 にぷい賀橙色

断面 にぷい賀橙色

長石20以下多
え、角閃石iO以
下多量

在地産

第 12層
自然流驚 クシ猶近l成 7条 2帝

内面 赤将色

外面ナ、褐色
答母 角閃石

小疲

片

在地産

図面番号  115 第 12層
自夕央流魔 ヘラガキ沈練 2本以上

内面 灰賀褐色

外面 灰黄褐営

長石 察母 金 小叢

図面番号  ■6
自然流路 ヘラオ■直線文 2本以上

外面

断面

賀灰褐色

翼灰鶴色

長石 石英 全 小破

口面番号  Hワ
自I央流路

弥■■岳
ヘラガキレt線 4本以上

外面

明資網色

明黄褐色

長石 角閃石 小疲

片

在地産

図面番号  118
自然流監

内面 明赤褐色

外面 明赤褐色

断面 明赤褐色

小板 在地産

回面番,  11,
自夕(すし路 ベラガキ沈線 4ホ以上

内面 にぷい資澄色

外面 にぷい費澄色

断面 にホい貢l農色

長石 雲母 角
閃石 片

図面を号  120 第 12層 弥■■畢 風化のため鯛整不翻
ヘラ才キ沈撤 4本

内面 灰黄色

外面 仄賞色

長石

片

画面種
=  121 自然rt路 クシ猫遭練文 7条 2市

外面 に́ いヽ黄縛色
角閃石 雲母

在地産

山賀遺跡第 4次調査出上遺物観察表
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図画醤号 近格・層 猛 類
法二 (cm)

()歯願径,残海萬

]常 整 ・ 手 法

色 i鳴 含右撤物祗 (mm)
内  箇

図面筆号 1‐
' ケズリ後ナア

ベラガ■沈隷 3本
内面網灰色

外雨にぷい鶴色

断面明オリーブ色

長石 lo以 下多

下多二、薇 HJな
景観多重

自然流路
弥生と器

ベラ才キ沈撤 3本以上
内面灰賀色

外面灰賀色

貰F両 灰☆色

X石  チャート 小
片

自夕え流時 ヘラガキ沈練 9本以上
外面淡貢色

断面淡支色

と、石英40以下
多数、クサリ携:

片

国面を;1鰤
自
'｀
流随 ベラガキ沈線 S本

内面灰丈禍t

外面灰01網 色

陶l面 灰lく褐色

雲

' 
角卜H石

小

片

口面番号1つ 6

'ド

12層
自然流障

内面責召色

外面灰贅褐色 激、石英20以下
少二、角閃石
蟹,,10以 下多長

在地産

回面希,1"
自然流障

弥主主器

外面責灰t
長石10以 下多
長、角閃石10以

在地差

図面番号 128 第 12層
自然流路

折生主器 ハケメ後ヘラミガキ
ヘラガキ沈線 2本以上

内面 におい賀召色

外面 に工い賀綺生

壇F面 にぷい女褐色

長石 雲母 角 在地産

凹面番号 129

自
''湧
ε路

ハタメ後ベラミガキ
ベラガキ沈縦 2本以上

外面明示褐色

陶l面 明赤樹色

小す̂

図面番号 190 舛.12層
自然流路

',ケ

=■
器 風化のため翻J歩不明

ヘラガキ沈線 9本以上
内面灰賀褐色

外面灰賀禍色

灰早t樹雹

閃石

小疲 在地産

自,人抗障 ベラガキ滉線 2本以上
内面 にぶい賀獨色

外面にボい支樹色

断面 においゴ的 也

角閃石

小疲 4拉産

図面番号 132 菱 12層
自然洸路

弥生■器
ベラガキ沈撤 2本

内面橙色

k石 20'ス 下少

下多激

小

片
在)_産

山賀遺跡第 4次調査出土遺物観察表
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図面善号 種  類 器 形
法二 (cm)

()歯原笹辣高

調 整  手 法
台有鉱物盈 (mm) 茂存度 備 考

第 売
ベラガキイを練8本 )ス上

内面 減丈色

外Eoに よい黄経色

断面 W∫A色

長石 15以 下多
重、石哭 角閃

徹細な箋母少量

4乾芝

図面番号  la4 少′ユ2層
自
'(流
臆

ヶメリ後ナア 8条 /c廟 のハ
ベラガキt`線

内面 混黄色

断面 灰白色

やや粗
rて石 石英20以
下多歳、終母
クサリ礫10以下

小

片
他地域産

図面社
=  135

第 12屈 養 ベラミガキ″ナア
ベラガキ洸

“'7本
以上

内面 にぷい赤召色

断面 糧色

やや密

工石30以下少
量、狗閃石 蟹
母10以 下少孟

在地産

図面番号  136
ベラオキ沈縦 7赤以上

内面 洸μlttt

外面 減)1橙色

断面 減賀橙t

片

囲面番号  137
自然流路

断面 明黄 1々壱

在地遷

国面を,  138 舛 12層 い余/cmの ハケメ後ベラミガキ
ヘラオキ沈撤 7本以上

内面 灰責欄色

外面 仄女蜀色

HFITI灰責色

下中景、微紺な

霙母多量

小疲

片

4'立産

図面番号  la9 第 12層
ベラガキ`た練5本以上

内面 にふい責樹色

外面 にぷい貨村色

断面 にムい資樹t

長石 雲母 角 在地産

国資を号  110
自然流雛 猶付突帯 1本

尖術部ヘラケズリ 外面 狙t

反白色

長石DO以下多

下歩量、微榊1な

図面を,  141
自″ナゴ
`路

射付央市 1本
外面 渡貨t

断面 灰白色

やや狙

王石 石英20以
下多盛、微

“

」な

蟹,多景

白夕
'抗
路 木英文

内面 澁貢色

外面 ,'貿 色

ベラガキ沈線 4本以上 外面

粧1両

にぷい賀褐色

|こ ぷい賀禍色

片

山賀遺跡第 4次調査出土遺物観察表

-27-

優7)



回画工
=

法二 (cm)

い復康侵残縮

:日 整  手 ,去
合有鉱効薮 (mm) 備 考

外   面

図面番号 1黎 翼

―喜110条/cmのハケメ
ロ緑硝部刻目

内面反褐色

外面黒t

断面賛灰色

長石20以 下多
と、角閃石OS以
下多主

片

在地産

回面番号 145 歳 12層
自然洸路

殊生主器 勇 内面におい贅l尉色

外面 におい責召色

断面 イこぶい資鶴色

小破

片
外面一部スス付
着

図面番号146
=「■■器

1整

外面におい翼褐色

断面 にがい黄網色

在地産

図面番号1, 第 12層
自然メし路 ヘラガキ洸練 4本

内面灰黄褐色

断面潰ズ色

長石20以 下 中

=、
角閃石20以

下多二

雲母10以 下中二

片

図面番号 148

自然流路 ガキl先線 4本
内面暗灰賞色

外画暗灰黄也

断面唯反翼芭

長石 雲母 角
片

図面番号 149 第 12層
自
''rt駐

ベラガキ沈練 3本以上
外面

断面

賀瓜色

黄灰色

支召t

やや密
長石 15以 下多

=、
角閃石 察
母iO以 下夕と

片

図面番号 lSO 第 12層
自然流路

奏

視古付突蓄 1

突帝部刻目

内面褐色

外面褐色

長石 金蟹母
角閃石 片

在地産

図面番号 151 軒!12層 9条/cmの ハケメヨヨナテ
貼仕央帝 1本

内面女灰色

外面褐灰色

断面賀縛t

やや密
長石20以 下少
置、角閃石IS以

下多猛、クサリ

藻 lo以 下少二、
微組な雲母多二

小疲

片

在地産

図面番号152 第 12層
踏付突奮 1本
突帝部ベラケズリ

内面 によい資獨色

外面明召t

断面によい褐色

長石 15以 下中
雲、角閃石30以
下歩表、クサリ

礫 iO以 下少長、
微細な察母多二

在地産

国面番号 159 第 12届
自夕央流路

弱

口綴端部核llロ

ヘラガキlた線 2本

'ス

上

内面網色

断面樹色

長石 雲母 角 小破 在地産

図面番号 154 第 12層 弥■■器 茎

口縁
'h部
刻国

ベラガキ光練a本

内面灰資縛色

断面灰賀褐色

長石 察, 金
簑母 力閃石

小破

片

山賀遺跡第 4次調査出土遺物観察表
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造協 層 種 類

法二 (cm)

(〕 観顕笙歳帝葛

田 驚  手 法
色 :珂 合有鉱物種 (mm)

国面番号  155
自然√し路

菰
=土
器 受 ケラケズリ後ナア ヘラケズリ後ナデ

ベラオキ沈線 2本
内団 4B色

外面 仄格色

断面 禍灰色

やや密

以下少長、

多表

微細

祭母

小疲

片

在地産

□面番号  1う 0 第 12層
自然航路

尭
ヘラガ■lた隷2本

内面 暗仄煮色

断面 鷲灰費色

やや粗

長石40以 下多
二、角閃石20以
下多二、微熟Iな

盛母多長

在地産

図面番号  157
自然ユ
`路

弥生土器
ベラガキ沈練 2本

内面 灰責褐色

外面 仄支網色

断面 灰賀褐色

片

在地産

回面を,  15e
自
'夫

流騎
弥主主器

ベラガキlた線 2本
内面 にぷい黄t

外面 にがい支褐色

によい文t

長石40以 下 多
担、角閃石25'大

下多長、微細な

小破 在地産

国面番号  159 第 12巌
白夕

^う

F七路

内面 減賀色

外面 にぷい賀橙色

長石 石英20以

蟹母iO以下少二

期
】

回面社,  160
自然流路

菫 ヘラケズリ後テメ

貼付突帝 4本以上
突帝部ヘラケズリ

内直 明女褐色

外面 にぷい橙●_

断面 明賀褐営

やや密

以下多長、クサ

リ礫10以 下少長

片

内面―部スス付

着

在地産

口面番,  161 赤生土器 8条/cmのハケメ後ナテ
踏付実行 1本

断面 イこぢい黄と,!色

やや密
長石 石共20以
下多二、微期な

雲,多景

極
片
外面一部朱41差

図面番号  162
自
'チ

洸路 贈付尖苛 2本以上
内面 灰,輩褐色

外面 灰女網色

掟F面 灰資褐色

長石 撲母 角 小
片
在地産

国面番号  163
自然す
`路

猶付突帝 1本以上
内面

外面

断面

テ褐色

赤褐色

長石 角閃石

図面番号  164
自然洸踏

茎

縦方,,]のハケメ
ベラガキ沈撤 3本以上 外面 灰褐色

小疲

片

他地戴産

画面番号  165 猪 12層
自
'夫
流路

奏

口無錦郎刻目

内面 明贅縛色

外Et研費禍色

断面 明女褐色

小

片
在地蓬

山賀遺跡第 4次調査出土遺物観察表
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図面番号 遺構 層 種 類
法二 (cm)

()復原径競寄禽

き輿整  手 法
含有欲効臣 (mm) 備  を

外   画

国面積号  1“
自
'ナ
流路 ベラガキ沈緻 1本

内面黙褐色

外面黒欄色

断面ヽ網色

長石 20以 下多
長、角閃石10以
下少二、徹熟1な
黙母多長

片

在地産

図面番号  167 第 12層 弥生土器 ハケメ後ベラ
ベラガキ泥l熊

内面灰賀禍t

外面灰賞褐色

王石 雲母 角 小疲 在地産

図面番号  168
"12'酵自然流路 ヘラガキVた練 2本

内面 オワーサヽ そ

外面 に赤い格色

HF面 オリープ偶色

長石50以 下多
景、石英 角閃

中長、クサリ蝶

在地産

図面番号  16, 舞′12層
自オド流路 ヘラガキィえl家 2本

内面反賀樹t

外面灰賛色
長石 石英20以
下多二、ll閃石

小

片
在〕也産

図面警弓  1'O
自

;′ ■■器 8条たはのハケメ後ナデ ハケメ後ナデ
ベラガキ洸丼収ユ本以上

内面によい召色

外面樹色 長、角閃石15以

藤 iO以 下少二、
微瘤な芸,多長

片

国面番Ⅲ  ,71 弟12E
自然流路 ベラガキ沈隷 1本

内面明赤褐色

外雨明赤縛色

断面朔赤褐色

小嘘 在封
',こ

図面番号  172 第 12層
自然メし路

弥■■器 ヘラケズリ後ヨヨナテ

現百付突市 3本以上
突榊

`ベ

ラケズリ

内両

外面

灰資色

淡賛色

波貢色

やや粗
授石 15以 下中

多長、黒色鉱物
30以下多景

小

片
他地域産

口面番号  173 第 12層
烈汽文 2本
回線 1本

内面仄色

外面に去い質樹色 超|、 角閃石lS以

下多量、微),な
蟹,多主

片

画面経,  174 第 12層
自夕人流路 ベラガキ泥線 4本以上

内面におい貧獲色

外面減責色

断面繊∫k也

長石 iO以 下多

石10以 下少置

期
И

画面番号  1お 策 12層
自然流驚

弥■■器 ベラミガキ後ナテ ベラミガキ後ナア
ヘラガキイオ線7ホ 2帝

内面 1こ ぢい褐色

外面 オリーブ栂色

断面灰白色

長、雲母 角関
石 :O以 下夕員、
クサリ礫05以下

瑯
那
在地産

図面番号  176 策 12層 :ケ

=■
器 風化のため調整不明

ヘラミガキ沈練 5本
外面 R弓褐灰色

山賀遺跡第 4次調査出土遺物観察表
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図面番号 種 類

法云 (cm)

( )鎮原経,帯帝扇

調 整  手 法
合有欲物種 (mm) 備 考

内  面 外  面

国面番,  177 第 12層 夏 ベラケズリ後ナア
ベラガキ沈純 ホ広上

内面 にぷい査窟t

外面 イこよい種色

匠lttにぶい賀凝色

長石 15以 下多

少長、微細な雲
,′ン`二
多量

都
弦
頚

小
片

第 12層
ベラガキ沈縦 3ホ

外面 鷲赤褐色

断面 時赤蜀乞

長石 雲母 角 棘
片

国面番号  179
自然流障

弥■■器 翼
口縁鶏部刻目

貼付尖■ 1本突■部女il回 外面 榔色

断面 ,鶴色

I石 金察母
狛閃石 雲母

小疲

片

外面―郎スス付

着

図面番号  180 第 12緩
自然流路

8奈 /cmのハケメ後ヘラミガ

ベラガキ沈線 3本

内面 灰贅褐色

灯卜面 灰賀t 量 角関石20以

凍 10以 下少登、
微釉な雲,多長

小疲 一部黒張

自然流陛

14条 /mの ハケメ後丁事なヘ

損古付突布 2本
突常部ベラケズウ

内面 競貢色

外面灰賀褐色

断11淡黄色

やや粗

20以下多量、雲

脚
】
他ナ也緞産

FハJ面番号  182 第 12層 養 ヘラケズリ後ナデ 10条 /cmのハケメ後ナア
ヘラガキイた線6本以上

内面 衰資澄色

外面 淡黄色

断面 灰白色

やや粗

多重、角 ,再石15
以下多重、クサ

リ碑20以下少選

小破

図面を,  133
自然洸障 ヘラオキ光経 本

内面 明責褐t

明賀格t

明賀網t

クサリ疎

小I爽

片

在地産

画面筆号  134 第 12層 翼
一部ヘラケズリ後ナア ヘラガ■沈療 4本以上

内面 ′こぷい黄禍t

外面褐色

断面 灰女褐色

景、角因石20以
下多二、微細な

雲母少羞

在地産

口面桜号  185 第 12層 斑

ヘラガキ沈縦 2本

内面 灰黄褐色

仄賀網色

灰責褐色

王石 祭母 角
閃石 金簑母

小

片
在地産

図面番弓  186
自
'(流

F″f =
ベラケズリ後ナア 内面

外面 ナヽ黄色

断面 (1部 )覆 t

やや狙

長石 石突20以
下多歳、黒色鉱

物20以下少二、
微 l朗 な気母多長

撤
片
他地域窟

図面積弓  187
自然 j「ザ路

ケズリ彼ミガキ

受け部あり

貼付突結 7本
突背苫F′に亥」目後ヨコナア

内面 にぶい賀色

外面オリーブ資色

断面 オリープ黄色

長石 10以 下多

キート20以下多

歩表

螂
】
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回面番号 重情 層
法■ (cm)

()"原解柄

:日 筆  手 法
含有鉱物種 (mm) 残械

口面社号  188
自然流障

莞

ヘラガキ洸撤 3本

内面

“

]也

外面禍色 在地産

図面番号  お9 舛 12層 ヘラケズワ後ナデ

射付突,3本
突奮部布口,ヽ

内面にポい贅桂色

外面にぷい文禍色

断面灰白色

長、角閃石 察
母 10以 下多長、

少量

小

片
在地産

凹面霧;  19o
自
'央
流路 ヘラガキ沈線 2本

内面 にがい黄召t

外面によい貰l島色

小

片

自然流路 現占付突■ 5本以上
内面反すt栂色

外面灰資褐色

脚l面 灰黄召t

図面番号  192 第 12層
自然流路

弥■■器 芝 0条 /、気■のハケメ後ナテ

ヘラガキ沈lφ 6ホ

内IH

外面

にぶい責糧雹

におい支橙色

断面仄責色

やや密

楽石20以 下 中

少長、微細な芸
母多量

郷
い
他地域産

図面番号  けa 第 12層 弥主主器
ヘラガキ沈練 5本以上

内面禍色

婁母 角閃石

図面番号  1,4 第 12層
自然流路

弥■■器 菫 内面 'ギ文黄色

'そ賃色

浅賀色

粗
長石BO以下歩

以下夕と 微細
な条母多差

小破

図面番号  1,S 第 12層
自公流路

赤■■器 奏

ヘラガキ 尤`線 4
内面に示い賀褐色

外面 にぷい黄召色

長石 工母 角 小破
片

ヘラガキ沈撤 2本以上
内面明賀褐営

外面 明費l'こ色

小

片

第 12層
ヘラガ■′し撤 3本

内面褐色

外面褐色 芙20以下多重、
微和な曇母中景

小疲 在地産

回面番号  ゆ8 策 12層
自然ヂし路

弥とと器 笹
ベラガキl尤徹 2本

内面

外面

資褐色

貨網色

長石 蜜FI 角閃 他地域産

山賀遺跡第 4次調査出土遺物観察表
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iH類
法■ (cn)

(慎原径稜橘

:薦 整  手 法
含有鉱物i盟 (mm) 備  を

図面番号  l" ,ド′12層 弥生土器
ヘラガキ沈線 6本以上

内面 にホいガt樹乞

外面 にぷい貨格色

櫨Fl面 灰白を

やや4
長石20以下中
景、角F′ミ石20ス

在地産

図面番号  つlXl 井戸 2

お■

れ留式主 口径 145
lo条 /mの ハケメ後ヨヨナ
ア、 6条 /cmのハケメ

内面 にォ
‐い女社色

断面 にぷい資0色

ゃや密

下中量、石共30
以下少逮

体部外面スス付

着

図面番号  拗 1
赤IЬ色粘

布打式i 口径 ●82)

器再 298 ナデ、右上が りのヘラケズリ
右下が りのベラケズリ

9条 /^oヽのハケメ後ヨヨナ
ア 斜め方向のハケメ後積方
向ハケメ、縦方向のハケメ

断面 灰白色

下少嵐、クサリ

渫10以下少数

社 (60は 一個 )

体 Mヽ「H
付着

他地競産

茶獨色,ケ

質シ″ ト

口径 (152)
器苗 (30)

内面 にがいOt覆色

黒褐ヒ

やや密

長石 10以 下 ,
雲 石英10以 下

縁

小
片

外面スス,な
他地域産

井戸 2 布留式上 養

器荷 (196) 積方向のベラケズワ 12条 /cmのハケメ後ヨヨナ
テ 積方向のハケメ、縦方向

内面 よ賀色

rrtlttt

やや笠

長石 10以 下少
二、石英iO以 下

中長、クサ リ礫

斜
榔
螂
期

外面スス付メ首

|スJ面番号  21)4 産内式上 養 口径 (140)
器高 (18)

内面 にぷい賛種色

外面 明X褐ヒ 多畳、長母10以
下多廷、角閃石

os以下多量

醍
部
ぃ

外面スス付着

画面希号  205 井戸 2
荼仄網芭

'l′

質シル

庄内式主 回金 (116)
器高 (19)

内面 灰白也

外面 仄白色

棋FIH仄 白と

狛閃石 察母05
以下多重

療
小

片

口
部

板

l、 面rf,  206 庄内式■ 口径 (148) 内面 灰白色

断面 灰白色

角閃石OS以下多
景、芸母10以 下

1011下 少歳

醍
部
ぃ

画面番号  20'
明泰十J色

粘土賀シ

:佐 内式上 翼 回径 (150)
器高 (26)

断面

灰白色

灰白色

中二、石英 妥
石 角閃石20以
下多長 クサ リ

瞼
部
“

在地産

図面を,  うOB 丼戸 2
荘茶灰褐

色粘土

に内式上 口径 (156)
器商 (12)

内面 灰オリーブ色

外,1オ リーノ黒t

LFl面 仄生

密

角閃石05以下多

少歳

離
部
い

4引,産

図面番号  209
服灰狙色

に向武土 養 口径 (145)
器商 (2つ )

,F面 灰ヒ

長石20以下少
二、角 F、ittO S以
下多置、クサリ

',10以

下

醸
部
蠣

外面スス付着

在地産

山賀追跡第 4次調査出土遺物観察表
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口画醤号
法■ (cm)

( )復原蟹勝 高

調 整  手 法
含有箪物二重(mm)

内  面 外  面

図面番号  210 舛 1層 i師器 器商 (25)
底径 (98)

脚部ヨヨナア 山面

猿F面 灰白色

重、角閃石05以

部

破
在地と

図面番号  211 構 4

「
口灰欄色
砂質シル

型
台
勒

小
器
“
器商 (22)

内面 におい橙色

外,1糧色

やや密
長石 10以 下多
長、クサリ残 10
以下少量

他地域産

―悟茶仄
樹色粘土

器ヽ (29)
痣径●!B)

外面波糧t

断面 波 ,ヽ色

黒t鉱物o2以下
多置、望石 ク
サリi葉 iO以下少

部
戴
脚
小

片
脚部 1簡 所円■
他地域差

図面番号  213 構 4
赤樹色粘
主質シル

土師器 器商 (481
底径 (115)

縦方向のケズワ後ヨヨナア 内面 にぶい文雅色

外面 によい貰橙色

やや密

猛、クサリ礫10
以下少景

部

疲

脚

小
片

他地テ父産

回面程
=  214

l,14

茶褐t砂
質ンルト

布留式■ 口径 (139)
器苗 (37)

ヘラケズリ後ヨコナデ 内面 澁貨糧色

外面 波黄澄色

櫨1面 渡盟おどこ

やや4
長石 iO〉大下多
長 簑母,0以下

鵡
部
ぃ

ば面壬,  21, 井戸 2 口径 (104)
と高 35

2面使用 内面 灰自色

外面灰白t

断面 F人白色

完形

仕上I氏石

と、面:F号  216

ψ質シル

口径 li0 2)
器商 ● 5)

内面 灰白色

外面仄白t

断面仄白t

鞭
部
ぃ

他地裁た

lメ 面モ号  217 布留式主 斑

器商 う06
粗いハケメ修ヨヨナデ

積方向のベラケズワ
縦方向のベラケズリ 縦方向のハケメ

内面 イこぷい貰,■色

げ「面にぷいメl召色

長石 15以 下多
五、笙母10以 下

多髭 角閃石iO

外面奎体スス付

在地産

図面轟号  218 丼戸 1 布宙式主 窮 ロィ密 160)
器商 (117) ナア、オ!、方向のベラケズリ 8条 /cれのハケメ後部分的に

内面 によい樹色

外面 にホい褐也
長石30以下多

少玉、テャー ト
20以下少長 角

lo以 下少量

外面スス付着

在よと差

図面番号  21, イト1 た内式主 尭 口空 (146)
器商 (36)

内面 オリープ笹l也

下多最、雲母25
以下多歳、狩閃
石20以下多長、
クサリ礫10以下
少五

峨
部
】

在地た

′νiシ ルト

口径 (159)
器高 (a9)

断面 褐灰色

授石 15以 下少

以下少歳、微細

縁
小
片

回
部
破
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図面怒号 種 類
法二 (cm)

( )復原径崩

謳 整  手 法
含有鉱物】重(mm) 残存威

回面器号  221 i狭 3
葉縄芭お
土質ンル

亡内式上 翼 回径 (133)

器 1ヽ(20)
内面 にホい文澄色

断1豆 におい贅江色

長石 10以 下多

下多景

縁

小
片

図面番号  222

土質シル

主師器 拠
麹
王

口径 (98)
器高 (48)

内面 浅 t゙色

外面 灰白色

やや密

長石 クサ リ礫 片
他虫ケ政産

拠
迎
覧

口径●09)
器商 (o■ ) ヘラミガキ榜ナデ

外面 汽赤橙色

断面 よ赤糧t

やや密
長石 iO以 下少

他地域芝

回面を,  2つ4 i鍼 3

土質シリレ

布留式上 拠
斑
回径 (115)
器商 (16)

灯卜「1

灰白色

哉貨色

装石 石共 101択
下多霊

無

小
片

他地域と

図面器号  225

シルト質
′,′

養 口径●77)
器苗 60)

,ュ面灰Jミ色

外面黒灰夕l色

JF面 仄白也

以下多量

醜
部
い

在地と

図面紆,  2・6 た内式上 口径 (127) 内面 にあいA役色

外面 におい)l橙 色

断面 にヽい女程也

やや密

以下少長、雲母
20以下多量

在地 J玉

図面番号  2う '
明灰
'禍t砂質ン

布貿式主

器
拠
然
口径 (la 2)

器商 (35) ヨヨナデ後ベラミガキ ヨコネデ後ヘラミガキ

内面 l究賀澄色

潰,ヽ糧色

泣ヤ桂色

密

奨石 クサリ礫
10以 下少長

片

口面糧
=  228

産内式上 茎 口笙 144

左から右へのベラケズリ 縦方白の11条 /cnのハケメ後
一部

激方向のハケメ

世「面

黄格色

貨網色

以下多畳、彼′/
な蚕,多狙

外面全lヽスス,
猫

在地と

庄内式土 口径 (128)
器高 (26)

内面 減責色

外面 茂貨色
三石50以下中

キート20以下多

噛

部

ぃ

在地歴

図面社,  230 布留式上

奏

口径 (l12)

器再 (26)

内面 波糧色

y五面 仄白也

長石 iO以 下多
量 力 ,、]石10以
下夕叔

聴
部
】

国面轟号  231 舛 4層 産内式主 埓 口径 (158)
丼苗 (22)

内I]灰 ダ、色

,F面 欄こ

工石 iO以 下多

中工、黒色鉱物
20以下少量

口
部
波

山賀遺跡第 4次調査出土遺物観察表
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口面署号 遺構 層 種 類
法二 (cn)

()領蕪盤諾席高

l月 整  手 法
含有鉱物種 (mm) 備 考

内  面

図面播号  232 争,4月
(3層下 )

須忠器 口径●20)
器高 (14)

内面 オリーブ反色

外面 オリーブ灰色
長石 IO以 下少
長、黒色鉱物io

小破

片

山賀遺跡第 4次調査出土遺物観察表
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図
版
１
　
土
層
断
面

南壁断面 (北より)

西壁断面 (東 より)
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図
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溝 2検出状況 (束より)



図
版
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土壊 2遺物出状況 (南より)
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井戸 1遺物出土状況 (南より)



図
版
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図
版
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図
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図
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図版 1
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図版 6
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図版 8

図版 9
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図版16
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図版19

図版20

遺物

遺物

遺物

遺物

遺物

遺物

遺物

遺物

図 版 目 次

調査地上層断面 上。1、イ0,4ト レンチ南壁断面 (北より)
下.No 4ト レンチ南壁断面 (北より)

遺構 右上。No.4ト レンチ検出遺構全景 (東より)
左上。No,3ト レンチ検出遺構全景 (西より)

右下.No.3ト レンチ検出遺構全景 (西より)

左下.No.1ト レンチ検出遺構全景 (北より)

遺構 上.No.1ト レンチ倉庫群検出状況 (東より)
下。No 3ト レンチ溝 9他検出状況 (南より)

遺構 上.No.4ト レンチピット群検出状況 (東より)
下,No.3ト レンチピット群検出状況 (南より)

遺構 上.No.5ト レンチ竪穴住居
'止

検出状況 (東より)

下。No.3ト レンチ掘立柱建物検出状況 (東より)

遺構 上.No.5ト レンチ竪穴住居
'止

・土墳 8遺物出土状況 (東より)

下.No.5ト レンチ竪穴住居址遺物出土状況 (東より)

遺構 上.No,4ト レンチ溝 5他検出状況 (南より)
下。No 4ト レンチ土墳 1遺物出土状況 (西より)

遺構 上.No.5ト レンチ土媛 8遺物出土状況 (北より))
下。No.5ト レンチ土壌 8遺物出土状況 (南より)

遺構 上。No 3ト レンチ土媛 4遺物出土状況 (南より)
下.No.3ト レンチ土壊 4遺物出土状況 (東より)

遺構 上。No.4ト レンチ土娠 1遺物出土状況 (西より)
下。No.4ト レンチ土墳 1遺物出土状況 (南より)

遺構 上。No.3ト レンチ土墳 2堆積土検出状況 (東より)
下。No 3ト レンチ土媛 2遺物出土状況 (南より)

右上、左上.土師器壷、下.記号文

右上、左上.土師器壷、右下、左下.記号文

土師器重・甕          図版15 遺物

土師器甕・小型九底重・小型壼

土師器小型重・小型丸底重・重

上.土師器重・小型九底壼・小型壷・高杯

土師器甕 。高杯・重・小型九底重

土師器・奏・壷・小型九底重   図版21 遺物

土師器奏

土師器高杯



西岩田遺跡第10次発掘調査概報

I.は じめに
西岩田遺レrヽは、東大阪市西岩田町一帯にひろがる。弥生時代後期から古墳時代前期の集落l止

である。遺跡は、旧楠根川が形成した沖積平野上に位置し、標高約 3～ 5mである。

本遺跡の周辺には、南に隣接して八生堂遺跡が西に隣接して意岐部遺跡などが所在し、古代

に存在した河内湖の縁辺部に位置する遺跡として知られている。

現在まで幾度となく発掘調査が実施され、古墳時代前期の河川、溝、土媛、ピット等の遺構

と、多量の遺物が検出されているが、今一つ、集落の性格、中心部が明確にされていなかった。

今回、先年 (昭和52年 )調査を実施し、溝、円形周溝、ピットなどの遺構と、多量の土器を検

出した三晃マンション・シャトー第 2人戸ノ里のすぐ北側、東大阪市西岩田町 3丁 目地内の約

1.300m2について、同じ三晃マンションが建設されるについて、当市教育委員会と原因者であ

る三晃住宅株式会社と協議をかさねた結果、当マンション建設予定地 (第 1図)は、従来の調

査結果より判断して、遺構・遺物の密集度が高く、遺跡のほぼ中心部であるため、設計変更を

願い遺跡の保存を計りたいとの申し入れを行なったのであるが、種々の事情により、発掘調査

を実施することに決定した。

調査は、文化財保護の立場より、マンションの基礎部分の土盛りを行ない、極力、地下の遺

構を破壊しない方法での建設設計変更を行なった上で、立孔部分 5ケ 所 (Nol～No5ト レンチ

と仮称 。第 2図 )を姑象として実施した。調査は、三晃住宅株式会社の委託を受けて本協会が

実施した。調査面積は約900ぜ (第 2図 )で、現場調査を昭和57年 7月 27日 に開始し、11月 m

日に終了した。
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Ⅱ.遺跡
今回の調査で確認した層序・遺構・出土遺物の順に以下、記述する。

1.層序

No.1ト レンチから、No.5ト レンチでは、各 トレンチごとに若子の層序の相違が見られるが、

基本的には、共通するのでここでは基本層序を記述する。代表的な第4ト レンチの断面図 (第

3図)を図示したので参照されたい。

第 1層 盛り上

第 2層 旧耕土

第 3層 茶褐色砂質シルト (床土)
第 4層 茶褐色粘土質シルト
第 5層 黄茶褐色シルト
第 6層 黄掲色砂礫
以上のように、基本的には、6層に分層できる。この中で、第 3層は、いわゆる床土である。

この層中には、遺物が多く包含されている。遺物は、古墳時代から中世期にいたる土師器、須

恵器、瓦器、陶磁器である。

第 4層 は、遺物包含層である。古墳時代前期から中期の上師器、須恵器を多く含んでいる。

第 5層 は、第 4層に対応する遺構面であると同時に若千の遺物を含む遺物包含層である。第 6

層は、遺跡全体にひろがりを持つ自然流路の堆積土と考えられる。層厚は lm以上あり、非常

に多量の畿内第V様式に属す土器や庄内、布留式土器を包含している。

―

第 2図  トレンチ配置図
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4

6

第1層 盛土
第2層 旧耕土
3' 茶灰褐色粗砂混り砂
3" 灰青褐色シルト質砂 (砂礫多く混る)

第3層 茶褐色砂質シルト (粗砂多く合む)
第4層 茶褐色粘土質シルト (砂ぽい 。砂粒多く含む)
第5層 黄茶褐色ンルト
5' 黄茶褐色粘土質シルト
第6層 黄褐色砂礫
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2.遺構

今回の調査で検出した遺構は、非常に多いが、所属時期は、中世と古墳時代前期から中期に

かけての2時期に分けられる。以下、時期毎に記述する。

中世の遺構

すべてNo.3ト レンチに集中している。その他のトレンチでは確認していない。古墳時代の

包含層である第 4層上面で、建物 1棟、溝 2条、井戸 2基、落ち込み 1基を検出した。

建物 1は掘立柱で構成される。南北に長い 3× 4間 (柱間94c m)の規模をもつ。柱穴の掘

り方の平面形は方形を呈し、深さは30c m前後である。これらの遺構は、遺物はあまり多くな

く細かな時期は決めがたいが、出土遺物からみて13世紀～14世紀代のものである。

古墳時代の遺構

第 5層 。第 6層上面で、竪穴住居址 1軒、土墳 8基、井戸 2基、溝 9条、落ち込み 2基、倉

庫群、ピット群など多数の遺構を検出した。竪穴住居址、土娠、井戸などの埋土内には、多数

の土器が含まれていた。

出土遺物から見れば、これらの遺構はすべて古墳時代前期 (4世紀後半から5世紀初頭)に

属すものである。特に、竪穴住居址、土壌 8、 土媛 4、 井戸 2出土品は、一括性が高く、編年

等の研究には貴重な資料である。

報告する遺物と関係する遺構を中小に以下、説明する。その他の主要な遺構については、一

覧表 (表 l No.1.2)を 作成したので参照していただきたい。

竪穴住居
'1と

は、No5ト レンチで検出した。平面形が長辺5.8m短辺4.3mの長方形を呈するも

のである。検出面から床面の深さは、o.3mで 断面形は逆台形である。柱穴は各隅に 1個、計

4個が認められた。柱穴の掘り方は平面形が楕円形を呈し、深さは20c m前後である。

土媛 8は、竪穴住居址のすぐ南側で検出した。平面形が円形で径約 2m深さ05mの規模を

もつ。断面形は、皿状を呈する。完形品を含む多量の土器が出土している。体部に穿孔をもつ

甕 (図 16)や記号文を施す重 (図 5'8)が 存在することから祭祀に用いた土器を一括投棄し
た土墳と考えることもできる。

上竣 2は、No.3ト レンチで検出した。平面形は楕円形で、長軸2.4m、 深さ約o.8mの規模を

もつ。断面形は、椀状を呈する。

土壊 3は、No.3ト レンチで検出した。平面形は長方形で、長辺2.2m、 短辺1.2m、 深さ約0.3

mの規模をもつ。断面形は、逆台形を呈する。

土媛 4は、No3ト レンチで検出した。平面形は径約2.7mの円形で、深さ約0,9mの規模をも

つ。断面形は、椀状を呈する。

井戸 2は、No 4ト レンチで検出した。平面形が円形で径約 2m深 さ約 9mの規模をもつ。

断面形は、椀状を呈する。

倉庫 1は、No.5ト レンチで検出した。掘立柱で構成される。南北に長い 2× 4間 (柱間1.5

m)以上の規模をもつ総柱の建物である。柱穴の掘り方の平面形は径80c m前後の不整円形を

4
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表 1 検出主要遺構一覧表 (Nol)

遺構名・番号
計 測 値

平面形態 断面形態 埋 土 ・ 堆 積 土

幅 深 さ

井戸 。1 227cm 94cm 円形 逆台形
黄茶褐色粘土質 シル ト、茶灰褐

色粘土質 シル ト

井戸・ 2 204cm 89cm 円形 椀状

黄灰褐色粘土質 シル ト

暗灰褐色粘上、黄褐灰色細砂 、

茶灰色砂礫 、黄茶褐色砂 質 シル

ト

井戸・ 3A 91cm 155cm キ肯円形 椀状
黄茶褐色粘土質 シル ト、黄茶灰

色砂 質 シル ト、茶灰褐色砂

井戸 。3B 55cm 48cm 楕円形 椀状

黄茶褐色粘土質 シル ト、茶褐色

粘土質 シル ト、黄茶褐色砂 質 シ

ル ト、暗茶褐色粗砂 、茶灰褐色

細砂

溝 。1 80cm 50cm 椀状
黄茶褐色粘土質シル ト

(下半 は茶褐色 シル ト)

溝 。2 50cm 20cm 皿状
黄茶褐色粘土質 シル ト

溝 。3 70cm 20cm 逆台形

溝・4
最大幅

480cm
20cm 逆台形

黄茶褐色粗砂 質 シル ト

溝・ 5 100cm 40cm 椀状
黄茶褐色粗砂 質 シル ト

溝 。6 100cm 20cm 皿状
茶褐色粘土質 シル ト

(砂 つ ぽ い )

溝・ 7 45cm 10cm 皿状
茶灰褐色砂質 シル ト

溝・ 8 110cm 30cm 皿状
黄灰褐色砂質 シル ト

溝・ 9 85cm 34cm 逆台形
茶灰褐色砂 質 シル ト、灰褐色 シ

ル ト、灰茶褐色砂質 シル ト、

土壌・ 1
最大幅

130cm
25cm 皿状

暗茶褐色砂 質 シル ト

-5-
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表 1 検出主要遺構一覧表 (No 2)

遺構名・番号
計 測 値

平面形態 断面形態 埋 土 ・ 堆 積 土
幅 深 さ

土残・ 2 240cm 85cm 楕円形 椀状

暗茶褐色粘土質 シル ト、茶灰褐
色砂 質 シル ト、黄褐色 シル ト、

黄茶灰色砂礫

土壊・ 3
短 120cal

長 220cm
30cm 長方形 逆台形

上層

下層

茶褐色砂 質 シル ト

暗褐色粘土質 シル ト

土媛・4 270cm 90cm 円形 椀状

黄茶イ島色砂 質 シル ト、茶灰 色粗

砂 質 シル ト、灰 茶褐色 シル ト

(砂′質 っ tttfい )

土壊 。4' 280cm 100cm 楕円形 椀状
灰褐色砂 (若干 シル ト)
灰青色 シル ト (砂つぼい )

土袋・ 5 120cm 15cm 平面 逆台形
黄茶褐色粘土質 シル ト

(砂礫多 く混 じる )

土媛・ 6 60cm 30cm 楕円形 椀状
黄茶褐色粘土質 シル ト

(砂礫多 く混 じる )

土壊・ 7 150cm 60cm 円形 椀状

土疲・ 8 202cm 51cm 円形 皿状
茶灰褐色砂 質 シル ト、暗灰褐色

粘土質 シル ト、暗黄灰孝島色砂礫

落ち込み.1
最大幅

170cm
20cm 不定形 逆台形

黄褐色粘土質 シル ト、黄褐色粘
土質シル ト

落ち込み・2 700cm 700cm 不定形 皿状 黄茶褐色砂 質 シル ト

落ち込み・3 650cm 60cm 不定形 皿状 暗茶褐色砂 質 シル ト

落ち込み・4
最大幅
800cm 30cm 不定形 皿状 暗茶褐色砂 質 シル ト

落ち込み・5 150cm 30cm 不定形 皿状 暗茶褐色粘土質 シル ト

住居跡
580cm

430cm
30cm 長方形 逆台形

暗黄茶褐色砂 質 シル ト、黄灰褐

色砂 質 シル ト、黄褐色砂 質 シル

ト、灰黄褐色砂

建物・ 1 2間 X4間以上 総柱
黄褐色粘土質 シル ト

(粗砂 あるいは砂礫 を多 く含 む )

建物・ 2 2間 × 1間以上
黄褐色粘土質 シル ト

(粗砂 あるいは砂礫 を多 く含 む )

-6-
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一

が
一OP+30(lm

ａＬ

N04ト レンチ 井戸2 平面断面実測図
1黄茶褐色砂質シルト
2黄灰褐色粘土質シルト
3暗灰褐色粘土 (着干ンルト質)(暗褐色粘上をアロック状に含む)
4黄褐灰色細砂 (砂礫多く混じる。若干ンルト質)
5茶灰色砂礫 (青灰色細砂アロック状に混じる)

N02ト レンテ 井戸1 断面笑測図
1黄茶褐色粘土質ンルト
2茶灰褐色粘土質ンルト (1屈 よりはシルトぼい)
3黄褐色砂礫 (細砂主体)
4暗黄褐色砂質ンルト
5暗茶灰褐色砂質シルト
6黄茶褐色砂礫 (粗粒砂主体)

(若千シルト質)(主体は粗砂あるいは砂礫)

OP+300m

50cm

茎
/OP+3 1Xlm

1=n

0

NOaト レンチ 土破2 平面断面実測図
1暗茶褐色粘土質シルト (砂粒混じる。若干粘性弱し)
2茶灰褐色砂質ンルト (砂粒多く混じる)
3黄茶灰色砂 (シ ルト質強し)(黄灰色シルトプロック状含む)
4灰褐色シルト (極細砂)(中央部は砂粒多く含む)
5黄茶灰色砂務終 (粗砂)

OP+30(れ

NOづ トレンテ ±0(8
2 1茶灰褐色砂質シ

2暗灰褐色粘土質
3暗黄灰褐色砂ユ確

,レ ト
断面実測図
(粗粒砂多く含む)
卜 (炭化物含む)(着干砂はい部分もある)

1⌒
2 4

00 50cm

第9図 井戸1・ 2,土破2・ 8,住居址実測図
N05ト レンチ 住居址 埋土断面実測図
1暗責茶褐色砂質ンルト (黄褐色粘土プロック含む 砂礫多く混じる。若干粘土質)

(粘土質)(炭化物混じる)
2黄灰褐色砂質シルト (粗砂主体。砂はい)
3黄褐色砂質シルト (砂礫主体。粘性若干右り。)
4灰黄褐色砂 (粗砂主体。若干ンルト質)

呈し、深さは30c m前後である。掘り方の埋め土は、黄褐色粘土質シルト1層である。平面の

規模に対して深さが浅いことから上部を後世に削平されていると考えられる。

倉庫 1の南側に並行して幅0.8m、 深さ0.5mの溝 1が掘られている。位置から見て倉庫 1に関

係する溝と考えられる。

倉庫 2は、倉庫 1の西側に近接して建物が確認された。掘立柱で構成される。南北に長い 2×

1間 (柱間1.4m)以上の規模をもつ。柱穴の掘り方の平面形は倉庫 1に比してやや小さく径

50c m前後の不整円形ないし楕円形を呈し、深さは30c m前後である。掘り方の埋め土は、黄

褐色粘土質シルト1層である。倉庫 1同様に上部を削平されていると考えられる。位置から見

て同時に存在したとは考えられず、時期差が認められる。いずれにしても、古墳時代前期後半

から中期初頭の間に営まれたと思われる。
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3.遺物

遺物は、第 3層、第 4層、第 5層、第 6層の遺物包含層、自然流路内と各遺構内より多数出

土した。その種類は、土器、石器、鉄器である。土器は、弥生土器、土師器、須恵器、瓦器、

陶磁器があり、土師器が大部分を占め、中でも庄内式土器、布留式土器が中心である。石器は、

石鏃、滑石製石帯、勾玉、管玉があり、鉄器は、鉄鉾、鉄ノミ、鉄釘などがある。

今回は、一括性が高いと考える土装 8・ 竪穴住居址・井戸 2・ 土曖 2・ 3・ 4出上の古墳時

代前期に属す土器について概要を報告する。その他の遺物については事情により、報告を割愛

する。図示した個々の土器の詳細については、観察表を参照されたい。なお、観察表および本

文中で在地産としたのは、角F人弓石を含み茶褐色を呈するいわゅる生駒山西麓産と呼ばれる土器

である。この種以外の土器は、他地域産とした。

土墳 8出土遣物

奏・壼・小型丸底重・高杯・鉢などがある。完形品が多く含まれる。

甕は、口径14c m・ 器高22c m前後の大型品と、口径1lc m・ 器高15c m前後の小型品が見

られる。また、口縁端部を肥厚するものと丸くおさめるものが存在する。図15は 日径13.2c m

器高23.lcmで、体部外面はタタキの後ナデを施す。他地域産である。他は、体部外面にハケ

メを施すものが多い。体部内面は、ヘラケズリを施す。体部は図 7の ようにやや平底ぎみのも

のも見られるが、基本的には球体である。図16の ように体部に焼成後の穿子とをもつものも見ら

れる。図 9は口径11.2c m、 器高14.7cmの在地産である。図17は、口径13.3c mで黒斑が認

められる。

図 6は、東海地方系のいわゆるS字状口縁をもつ脚台付の甕である。口径15.7cmで口縁部

は2段に短く外反し体部外面に粗いハケメを施す。脚台部は欠失する。灰白色を呈する他地域

産の製品である。

重は、二重回縁 (図 1,3)と 直国の口縁部 (2・ 5'8な ど)を もつものがある。体部外
面はハケメを施すものが多い。図 1は、体部外面に煤の付着が認められる他地域産である。図

2は口径13.5cm、 日縁部内外面と体部外面にハケメを施す。体部外面に煤が付着し、黒斑が

ある。体部外面に朱が認められる。他地域産である。

図 5・ 8は、直日の回縁部をもつ大型の重で、日縁部内面にもハケメを施し日縁端部は内側

に肥厚する。体部はハケメを施した後、肩部にヘラ描きによる記号文がそれぞれ 2箇所描かれ

る。図 5は、日径16.2c m器 高36.9c m、 図 8は 口径14,Oc m器 高36.6c mで 底部内面に指頭圧

痕が認められる。いずれも他地域産である。図20は口径9.5cm器高12.lc mの 小型の壼である。

体部外面にハケメを施す。外面に黒斑が認められる他地域産である。

小型九底重は、図23の ように体部外面を削るものとハケメを施すものがある。量的には、ハ

ケメを施すものが多い。図18は小型壼とも考えられるもので口径7.5c m器高8.5c m、 他地域

産である。図23は、口径8.7cm器高7.4c m、 日縁部内面にハケメを施す。他地域産でこの遺

構出土品の中では、古い形態を残している。新しい形態を示すと考える図271よ、口径6.5c m
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器高7.9c m、 日縁部と体部内外面にハケメを施す。底部は平底ぎみである。黒斑が認められ

る他地域産である。図19は 口縁部を欠失する。在地産で体部外面に朱が認められる。

高杯は、日縁端部を肥厚するものと九くおさめるものが存在する。外面はハケメを施すもの
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が多い。図401よほぼ完形で口径20c m器高13c m、 杯部外面にハケメを施す他地域産である。

図41は日縁部が強く外反するもので口径18.7cm、 杯部内外面にハケメを施す。他地域産であ

る。図33は杯底部と口縁部の外面に凸線をもつ。他地域産である。図37は国径16.7c mで 他地

域産である。

図34は小型九底壷のミニチュアと考えられる。口径6.lcm器高5。 lcmの他地域産である。

図36は鉢のミニチュアと考えられるもので口径4.7cm器高2.8cmの他地域産である。
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第16図 竪穴住居逸と出土土器実測図

竪穴住居ナ止出土遺物

奏 。重・小型九底壼・高杯などがある。完形品が多く含まれる。内外面共に風化しているも

のがかなり認められる。奏は、口縁端部を九くおさめる図42・ 43を 図示した。図42の 回径は

13.4c mで ある。 2点 とも他地域産である。

重は、直回の口縁部をもつものを図示した。図48は口径12.Oc m器高18,7c mで 体部外面に

ハケメを施す。体部に煤の付着が認められる。他地域産である。

図52は小型丸底重で日径9.9c m器高11.Oc m、 体部外面にハケメの後ナデを施す。他地域産

である。

高杯は脚部と裾部内面の境に稜をもつものが多い。図54は口径16.7c m器高13.7cmで体部

外面と杯部内面にハケメを施す。他地域産である。
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第17図 井戸2.土漿2・ 3Ч出土土器実測図

井戸 2・ 土境 2・ 3・ 4出土遺物

奏・重・小型丸底重・高杯などがある。完形に復元できるものは多くない。

甕は、日縁部を肥厚するものと丸 くおさめるものがある。図56の奏は、井戸 2出土で口径

12.8cm、 体部内面はヘラケズリ体部外面にハケメを施す。他地域産である。図601よ 口径15.4

cm、 体部内外面にヨコナデを施す在地産の甕である。

重は、ほぼ完形に復元できた図61を図示した。土墳 4出土で口径14.2c m器高20.2cm、 口

縁部内面に横方向のハケメ、体部外面にハケメを施す。底部内面に指頭圧痕が認められる。他

地域産である。

小型丸底重のうち図65は井戸 2出土で、今回報告したこの種の器形の中では最も古式の形態

を示す。日径10.8cm器高6.75c mで 体部外面にハケメの後ナデを施す。在地産である。

図69の高杯は、土壊 4出土で日径14.2c m器 高10.8cmである。他地域産である。
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Ⅲ。まとめ

今回の調査では、いくつかの新知見を得た。ただ事情により全てを報告できないことを遺憾

とするが、以下、簡単に箇条書きで記し、まとめとしたい。

(A)従来、知られていなかった布留期後半の遺構を多数検出した。この時期の集落域の中
心地の一画を調査したことになる。特に倉庫、竪穴住居址などは、本遺跡においては初めての

検出であり、西岩田遺跡の集落の変遷や性格を知る上で貴重な資料である。

現在の知見では、本遺跡は弥生時代後期後半に集落が営まれ、古墳時代中期後半から後期初

頭まで継続して存在することが判明している。居住域は、まだ全域が調査されていないので遺

構などは断片的に知られるに過ぎないが、遺物の出土状況などから時代により今回の調査地点

周辺をわずかずつ移動することが想定できる。

河内湖の縁辺部に位置し、当時の港の役割を果たしていたと思われる本遺跡から、倉庫と考

えられる総柱の掘立柱建物を検出したことは、水逗を考えるうえに非常に重要な事実と考える。

過去の調査において、前代の庄内期の段階で山陽・山陰・東海地方などの土器や、河内では

ほとんど出土例のない紀伊地方の製塩土器などが出土しているが、これも港ゆえのことではな

いかと思われる。

低湿地に位置する本遺跡において、布留期においても竪穴住居址が存在する事実は、当時の

家を考えるうえで興味深い。

本遺跡の実態を知る手がかりを上述のようにいくつも得たことにより、従前の調査成果と併

せて、今後の研究により庄内期～布留期の集落形態がより鮮明になると思われる。

(B)竪穴住居址、井戸 2、 土竣などの遺構より布留期後半の上器を多量に検出した。すべ

て、一括遺物で須恵器が出現する直前の資料を含む4世紀後半から5世紀にかけての土器群と

考る。中には、他地域では既に須恵器が出現している段階のものも含む可能性があるが今回の

調査では出土していない。

特に土墳 8出土品は、完形品を含む土器が非常に多く出土しており、須恵器出現期直前の中

河内の土器の実態を知る上で資料的価値が高い。弥生時代後期の土器にしばしば見られる記号

文を施した土器がこの段階まで存在することは、この種の記号文が何を意味するのか明らかに

できないが、注目すべき事実と考える。また、東海地方のいわゆるS字状日縁の脚台付きの奏

の存在も当時の交流を知るうえで重要と考える。

(C)従来、本遺跡では存在の知られていない中世の建物を含む遺構を検出した。13世紀～

14世紀代と考えられる建物 1棟、溝 2条、井戸 2基、落ち込み 1基である。No.3ト レンチ第

4層上面でしか確認できず、遺構の切り合いも存在せず遺物もあまり出土していないため、短

期間の小規模な居住地と考えられる。古墳時代後期以降、居住域として利用されなかった本遺

跡が、この時期に再度、短期間とはいえ集落が営まれる背景を今後、自然環境の変化も含めて

考える必要があろう。
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遺構 層
法二 (em)

( )復原優騰 嘉

:珂 整  手 法
含有鉱物猛 (mm)

内  面 外  面

董 口径 (136)
器前 (171)

口縁部ヨヨナア

頸部ハケメ 6条 /cn後 ョヨナ

体部ヘラケズリ後ナデ

体部 5奈′伽 襟方向ハケメ
内面 10Ⅵψμにぶい

賀捜色

外面 25Y力 B減食色

断面 10YR7′
`明
賀棚

40以 下 r′ 角閃
石 長石 要母

〕
弱
体部外面、燦仕

二重口縁

他地域産

図面番号 土師器 口径 135
器高 (110)

回縁郎 IO茶 /cmのハケメ 回縁部 10条′mの ハケメの後ヨ

体部lo条たmのハケメの後ナア

内面

種也

長日

下の石英
クサリ凛

体部に 2ケ 所の

体部外面に一部

朱

図面番号  3

土宏3
謡高 (711

□縁部ヨヨナア

ロ顔部 7条/cmのハケメ
体駆ナテ

口頸部ヨヨナア

体部ナア

内面 2,Y5り渋資色

外面 25Y叩 渋賀色

陶l面 25Y83淡 貢色

図面番,  4 土師器 口径 (122)

器商 (9,)

口縁部ハケメ 7条/ct
体都I又状工兵によるナア

日腺都

外面 25Y勁,淡黄色

断面 夢 !arヽ 炭翼色

他地域産

■城8

口径 162
器商 869

口縁駆 6条 /cmの ハケメ後ナ

体研,ケ ズリ

口縁部ヨヨナア

層営「,6炎 /en、のハケメ
体都 6条 /cmのハケメ

内面 75Ⅵ即拒橙色

つ豫 獲母
完形

内面粘i経 ,(
外面肩部 に 2ケ
所記号文

図面番号  6

主張8

i師器 夏
購
何
器高 (269)

口縁蝋都ヨヨナア

ロ績部ヨコナア

体部ナア
F〔部ナア

口縁報部ヨヨナデ

体部 4条 /cnのハケメ
な部ハケメ
脚台部ハケメ

内面 ,Sヽ RE′ 1灰 白色

外面 7 5YR8れ灰白色

脚l面 7,YR811灰 白色

30以下の工石
4ヨナ クサリ爾t

内外面風化

他地域産

図面番号  7 土師器 斑

器高 (1,a) 体邪僚方向のケズリ

口

“

強都5条 /cmの 縦方向のハ

体部5秦 /cmの 糧いハケメ後

体部H条/cmの 密なハケメ後

内面 lovR8ρ 反白色

外面 7引 R8Al文 黄覆

Xi面 7 5ЧRttB浅 賀'こ

倅部外面必イ士老

外面肩部 2ケ 所
に記号文

図面奮,  8
岳萬 866

口継部 6条 /cnのハケメ
体音[ケ ズリ

口縁部ヨヨナテ

体部 6条/mの ハケメ
「氏部 6条 /mの ハケメ

内面 104V4載 賀糧

外面 1 5ⅢR3′4減賀栓
t

断面 IoYRB14浅 女澄

クサリ粉: 金盛 完形
外面肩部ニ ケ所
に記号文
外面●氏部磨減

他地域芝

口面番号  9

上城8

茎 (m2) 口縁営ヽヨ
体部ケズ 体部H余/mの ハケ

「氏部ナデ

内面 75凝蛭いに対
‐い

灰褐色

断面 75Ⅵ唖F,によい

褐芭

完形

内外面体部療付

着

図面番号  10

■埃8

口径 (141)
器高 (250) 体部ベラケズワ

口縁部 5条/mの ハケメ
体部 5条 /cれのハケメ

断面 づYR61る種色

外面麿雛 、YRtli黒 樹

クサリ擦 金蚕
外面体部朱 (ペ
ンガラ)付丼
外面鷹部療イサ猪
内外面風イヒ

画面番号  J
T∫商 (182) 体部 7茶 /cmのハケメ

内面 25,騨βサS賀色

外面 75脚 社色

断面 7 5YR6 6経也

30以下の長石

表 2 西岩田遺跡第10次調査出土遺物観察表
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法二 (cm)

()復肝筆義寄高

二日整  手 法
含有鉱物打菫(mm) 魂存度

内  薗

図面壬号  12

土蕨8
器高 (124) 枚方 的のハケメ

外面 2sYR'lる 1登色

断面 2 SYR'16糧也

縁

ほ
完

国面預1号  13 ■師器 口在 (113) 口縁都積方向 5条 /cmの ハケ

体部 「貰営Hナデ

口縁部概方向の 7秦 /cnの ハ

体部 7条 /cmの ハケメ後一部

内面 7れ R614にぷい
橙色 石 クサリ功t

体部 1ケ 所黒斑

残部禁付北

口面希,  14

■娯8

翼

体部ナア
戸l部 10条 /mの ハケメイヤぇナデ
体部iO条 /mの ハケメ後ナア 外面 :oYR● うによい

黄澄色

内外面風化著 じ

外面体部に黒斑

■師轟 口径 la 2

体部ヘラケズリ
内面 7548141売 〕く糧

外面 75ヽR8′4」
`士
番

t
断面 7 5YRB′ 4減文澄

りれ「 テキ
外面 FlI化著 しい

■)'3

■師器

体 M'ケ ズリ、肩部から底部に 体部からた部 8条 /cnの ハケ
外面 75,R7′ 6橙t

断面 7,ヽR″6澄t

体 口F粘 土疑 lナ

イ

他地域産

図面番号  17

と

'棄

8

■ l,器 口径 la 3

1子嵩 (116) 体部 iO条 /cれのハケメ
口無部ヨコナア

外而 5YR7声におい笹

ul面 5YR'1に おい栓

図面千,  18

■,質 8

回径 口縦。'「 4条 /℃れのハケメ後ヨ

体部 4余 /cmのハケメ後ナア
体部 4 条/cn】のハケメ後ナデ

向面 SYRO I極 色

外面 5,R6′o社色

断面 5YR66橙 t

石 賽  チ ャー
ト クサリ礫

完形

団面を号  19 i師器
「とヽ産

器商 (90) ロィ禁部ヨヨナデ

体部ナア π部ヨヨナア
体部7条/mのハケメ後ナデ
広部7条/cmの ハケメ後ナア

内面 7S漁
`′

|によい

橙色

番t

長石 角閃石
房部に黒斑、体
部外面一部 にオ、

(ベ ンガラ)
在地た

回面番号  n。

主 |ナ(8

主師器 口候部ヨヨナデ

体 .Iか ら底部ナデ 卜部 8茶 /cmの 積方向ハケメ
後丁単なヨヨナア

内面 25Y7β世賀色

外,1 2,4814淡 資色

外面星斑

画面を,  21

■
'表

8

口径 (88)
器商 (124) 体部工えによる縦方向ナデ

口縁部

体都 5 条ノc,】のハケメ
内面

外面

黄任色
脚l面  10YR'Aに ぶい

A澄色

図面番号  22 ■1市語 小力」九 口径 84
器前 (75)

口縦部ヨコナデ

体Vナテ
口縁部ヨコナア

体都 8条 /cれ
`'｀

ハケメ、績方
向のケズリ後 ミガキ

内面 aO以下のR石 他地域産

表2 西岩田遺跡第可0次調査出土遺物観察表
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回面警号 種  類
法二 (cm)

( )復 原径I脅存高

調 整  手 法
含有鉱物薇 (mm)

図面社
=  2a

■,歿8

小型九 口報Ⅲ内部ヨコナア

体部ハケメ雀ナア

口嵌部ヨヨナア

体部ベラケズリ後ナア

他地
'''産

口径 回イよ部ヨヨナア
体部丁

'な
ナア 体部ヘラケズリ

内瓦 うYR7お 経営

凍 芸母 長石
他地域産

国面イf=  2う

ittg
嵐立

鵬商 (104) 口縁郵 S条 /cmの ハケメ後ナ

監部 3条/enのハケメ後ナア

体郎ヨヨナア、 3条 /cmの ハ

広部ヨヨナテ 8条 /cmの ハケ

渦色

綺芭

25以下の石英
長石  クサ リ

用部黒斑

扁部にお■組 l圧

回面番,  26 口径 口繊部 8条 /cmの ハケメ後ヨ

体部ハケメ後ナア

口継部ハケメ後ヨヨナデ

体部 8条 /mの ハケメ後ナデ
内面 19YRS14激 責澄

外面 10ヽ R8μ減貨橙

t

35''下の石英
長 石  クサ リ 完形

オ占上祉涎

'I部

上げ底気I末

やや風イヒ
他地域産

「 !面壬号  27 笠 口径 6S
器苗 79

口線部 6条 /cれのソ`ケ後ヨコ

体部ハケ後ナア

ロィ本部

余/mの ハケ彼ナデ

内面 10ヽ■714に あい

箕澄色
凱部粘土租X

国面 ,l「 号  28 口を (94)
器古 (85)

回線瑞部ヨヨナデ

駅部ハケメ後ヨヨナア

体部ナデ

口練船部ヨコナデ

体部ナア

内面 よOY]ヽ 714に 】い
■経色

り葉

国面番号  2,

土,表8
器高 (43) 体部救方向のナテ 体部叔方向のナア

外面 5γ R'ん母色

15以 下の三石

礫

縁

完
他地域 l平

画面社,  ao ロェ段部ハケメ後ヨヨナア

体部ケズリ後ナデ

口隷部ハケメ稜ヨヨナデ

体部 8条 /cnの 不定方向のハ
内画 5ヽ R61SC色

外面 5YR`lS社 と

断面 5ヽ■(61attt

「よ部縦刻「XJ

図面桜号  31 ■ 1市 器

器高 (77) 体部 9条 /cmのハケメ後ナア

“

部9 粂/cmのハケメ
外面 10ヽR8141表 女糧

篠母 クサリ凍
l占土狂よ
内外面黒斑

図面,rr号  32

■跛8

器高 (iO S)

体部ナデ

底部ナア
体部ハケメ後ナデ

慮部ハケメ後ナデ

内面 loⅥもれ召灰也 15以 下の石楽 体部、1氏 部に黒

体部、「とF部内面

図面希
=  38

器前 (51) 内面 75取814■貨橙

程色

断面 75ゝRB14減I燈

た

か
脚

他地蹴産

表 2 西岩田遺跡第10次調査出土遺物観察表
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回箇番号 遺脩 層 i菫 類 器  形
法二 (cm)

()蛍原優誠補

調 整  手 法
色  旧 合有鉱物廠 (mm) 備 考

内   面 外   面

口面番
=  94

口径
器商 体部ユピ調整

外面 5弦R'6橙色

外面た部一部 5nν l
禍灰色

クサリ疎

に

完
他地域産

回面番
=  DS

■師器 商杯 器商 (65)
1責径 ,8

柱状部ナア

据部ヨヨナア
裾部ハケメ後ナア

柱状部ハケメ、原体幅1フヽen
内面 lo弦R814減黄糧

'画
 10YR8 4濃 黄橙

断面 5Y4′ 1灰色

下の景石

口空
器商

ユピ調整 内面 7うⅥψκ橙色

外両 75YR'16笹色

淳斤面 751R'6橙 色

図面番,  37

主宏a

口径 (167)

器高 (47)
用ヒのため不明

体部 9条 /enのハケメ後テデ 榔
第

図面番号  38

■狭8

商林 回径 (160)
器商 (48)

口縁都ヨヨナデ

体部ナア 体部ハケメ後ナア
内面 5YR抑渡登色

費覆色

断面 loYR,′ 酒 灰色

榊
ψ
内外面風イヒ著 し

山面体部に黒斑

図面番号  39

土ツ貨8

商

“

ヽ 器高 (,夕 ) 柱よ部

裾部ヨ
荘状都ハケメ後ヘラミガヤ

裾部風化のため不明

内面 SYR`14イ Eぷい種

外面 5YR6 4に おい奮

圧l面 54る′4にぶい澄
色

荘

部

み

粘主組注よ部か

ら裾部 に向かっ

図面器,  40

ittS
器萬 130
店径 112

杯部テア
をよ部ベラケズリ
裾郡ハケメ後ヨコナデ

杯都 6余 /cmのハケメ後ナデ
壮よ部ハケメ後ヘラミ才キ

内面 5Ⅵ Mん笹色

外面 】R匹琶色

断面 54(饉 t

金雲母

ほ

形

他地域産

画面番号  41

主狭8

■師器 口径 (187)
器商 (lo 7)

口縁都 8条 /cmのハケメ
体部 8条/mの ハケメ
体部ナア

底部ナア

体部 8条/emのハケメ
林底部ハケメ後ナア
脚部ハケメ後ナア

内画 lωR″Bにぷい

黄澄色

外置 ?SYR'4に よい
棧色

関「面 Io4“ にぷい
黄澄色

30以下の長石
石英

回面番号  42

住居址

莞 口径 (134)
器高 (42)

口緑部ヨヨナテ 内面 2 5YRBβ淡賀色

外面 10,RB4減 質橙

断面 10ヽR84浅黄獲

団面番号  43

住居址

翼 口径 (134)
器商 (46)

口縁部風化のため不明 口縁部ヨコテア

体部風化のため不明

内面 75潮唖

“

にぷい

栓色

笹也

り擦

図面番号  
“
住居址

主師器 高杯 器高 (66)
据密 (lα 2)

脚部ヘラケズリ 風化のため不明 内面 25Ⅵ唖潟切赤褐

外面 7 ξYR21[に ぷい
澄と、7SYR'1

断面 2,YRう電明赤禍

内外面風化

目面希
=  45

住居強L

主師器 高

“

ヽ 器高 (77)

裾径 llα2)
'】

ヨ都ハケメ木ロ
内面 2 5YttB淡 賀色

外面 2づY∽淡賀色

断面 25YVl賀 灰色

iO以 下の受石

クサリ礫

内外面風化

他地
"売

産

表 2 西岩田遺跡第10次調査出土遺物観察表
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図面善号 遺構 層 語  形
法Д (cm)

( )復原聾脇

t目 整  手 法
含右鉱物i巨 (mm)

外   箇

回面奮号  46 商杯 器商 (65)

裾径 102

内面 くヽ R6′礎

外面 `ゝ R06登t

rl面 5ゝ虫06橙色

3o以下の石英
又石 雲母

部

形
内外面凝部 に黒

他地強産

回面番号  47

t居址

高竹ヽ 器再 (67) ヘラケズリと思われる力胡町ヒ 内面 51Re 6置 色

外面 ` 「ヽR66こ色

断面 うYR96橙色

20以下の長石

図面番,  43

往居址

土含市器
器高 187 体部ユピオサエ、ナテ 体言い7条 /cmのハケメ後一部

嵐部 7条 /cmのハケメ後一部

橙色

外面 101R働

“

に示い

断面 7引t74にぷい

完形 口縁部 体部黒

イド部殊付着

E:面を,  49 南杯 器高 (87) 柱沢部シボリメ 杯底部ナア
を状部ヘラミガキ 長石 クサワ環

回面番号  SO

仁居班

器商 (,4) 林部ヨコサア ナア
脚都肘 ヒのため不明 賀琶色

外面 1∝ R″4にぷい

責橙色

り礫

国面番号  S]

住居班

土師器 商杯 器商 (71)
底径●12)

内面 19YR8β 撹賀i登

断面 loYRttЭ 浅黄稜

色

裾部一部療付着

国面番号  52

住居址

土師器 小型え
底整

「氏部ユピオ

'エ

体部 5条/mの ハケメ後ナデ
″H部 5条 /mの ハケメ後ナデ 外面 10ヽR'16明 賀褐

色

住
=コ
と

ロイよ部ヨヨナデ。
体部風化のため不明

外面

賀種色

贄澄色

金簑母

図頁警号  54

t居址

高林

器商 137
杯部ハケメ

脚部ヘラケズリ
イヽ部4条 /cnのハケメ 内面 SW勘 4淡程色

外面 25ヽ RB′4渋賀色

他地域産

国面番,  55

住居址

商杯 口径 (168)

(106)

杯部風化のため不明 杯郎
FA部 8

脚都 B

体部風化のため不明

条/`:重のハケメ後一部

内面 7う4614によい

断面 75YR力6燈色

林体部黒斑

他地れ,産

図面装;  56 受 口そ垂128)
器高 OO)

口繰部ヨヨナテ

体M左から右方向へのヘラケ
口縁部ヨコナア

体部 11条 /cむ 1の 縦方向のハケ
メ後、猿方向のハケメ

内面 75ヽR,4に ムい

外面 loYR8′ Э減贅獲

色

断面 7う漁 '4に
よい

橙色

10以 下の長石 風化著 しい

外面l其付着

図面番号  ,7

丼戸2

口径 (118)
器高 (81)

外面 75蜘 橙色

断面 7 5YR8μ協貢澄

色

表 2 西岩田遺跡第10次調査出土遺物観察表
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図面番号 遺構 層 種 質ヽ 器 形
法二 (cm)

()懐朦缶縞

調 整  手 法
含有鉱4勿種 (mm) 甍4度 億  著

内  面

嘉 口径 (145)

器苗 (65) E部 ヨヨナデ

断面 751R11召 灰色

醜
部
ψ

他地域産

回面を,  59 主前,器 口径 (16)

器商 (Sa)
尉とのため不明 内面 75YR'/S笹 色

外面 7評R殖役芭

匪「皿 7づYRク強 色

クサリ蜂

他地域産

図面を号  6(

と宏g

妻 口径 ●54)

器商 (146)

口隷器蔀ヨヨナデ

ロ縁部ヨヨナデ

体V′ヘラケ‐
タ
リ

口緞賞「
｀
部ヨヨナア

ロ縁部ヨヨナ
'体部ユピオサエ ナア

黄糧色

外面 lo関 4によい
☆橙色

断貢 iO環 64にふい
衷笹色

角閃石 雲母
外面二次魔減 に

よる媒付着

図面番号  6二

i娯 4

主師器 口径 142
器高 2α 2

口様4部 8条/mの薇方向の

日縁部8条/mの散方向のハ

,頚部8条 /mの をt方向のハケ

体郎ベラケズリ後ナテ
ナ氏都ユビオサエ

口緑部縦方向ハケメ

顕郵縦方向ハケメ 外面 ,税RO`笹色

断田 7SYR6 6糧色

石 英  チ ャー 完形
内外面風イヒ着 し

他ナ立載産

主〕渋2上層
器高 (57) 体部用 とのため不明

外面 ■ R6′ S登色
り蝶 チ 榊黎

画面番号  0 土師器 T=盲 (lα l) 柱状部シボリメ

裾部風化のため不明
杯部風イヒのため不明

柱状部H条 /cltの ハケメ
裾部風化のため不明

杯部風化のため不明

内面 員 R`′6笹色

外瓦 sYR6′o笹色

澄色

クサリ禁

奎体に風化著 し

図質篭号  
“
キ戸2

器商 (86) 杯部風イヒのため不明

柱状部ベラケズリ

裾部ナテ

イヽ部風イヒのため不明
荘状部iO条 /c■ 1のハケメ
)据部風化のため不明

内面 5ヽ■,6切オ、イ働色

外面 7 5YR6′確 色

断面 75釈 る0'こ

全体 に風イと著 し

在地産

E:面番号  6ヽ

ナ戸2

土師器 口径 (108) 口糠部ヨヨナア

体部ナデ

底都ナデ

口桜都ヨヨナア

体部 11条 /cr■のハケ

底部ケズリ

メ後ナア
西面 75YR,41こ ぷい

石 民石
の角閃

完形

外面肩部

ナ■部黒

図面審;  66

■犠4

主師器 小型九 口径 口縁部から肩部ヨコテデ

層部から体部 10条 /mの ハケ

体部から慮部ケズリ

内面 SM晰
"糧
色

外面 5ヽ R66'置 t

断面 5Ⅵ随卜笹色

30以下の石英
長石 クサリ桝!

完形 風化著しい

図面番号  67

■〕貨2■層

■師器 小型丸

底鉦

口径 (37)
器高 (01)

口隷部ヨコナテ 回縁部ヨヨナア

体部積方向のヘラミガキ
内面 104'13に ぷい

外面 10ヽR″Bにぷい

■笹色

画面番号  `g 土師器 高林

器高 (S6)

林部放射線状の暗文

縛色

外面 nR解 にぷい赤
lS色

20以下の受石
角閃石 金雲母

風化著 しい

在地産

図面番号  0, 高杯 口径 142
器商 i08

嵐径 (94)

風化のため不切 風イヒのため不明 内面 5YR'4に ぷい橙

t
断面 S蝉IAに ぶいと

'

クサリ凍 金蟹
林
脚
完

表 2 西岩田遺跡第10次調査出土遺物観察表
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No.1ト レンチ倉庫群検出状況 (東より)

No.3ト レンチ溝 9他検出状況 (南より)
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No 4ト レンチピット群検出状況 (東より)

No.3ト レンチピット群検出状況 (南より)
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No 5ト レンチ竪穴住居址検出状況 (東 より)

No 3ト レンチ掘立柱建物検出状況 (東より)
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No.5ト レンチ竪穴住居址・遺物出土状況 (東より)
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No.4ト レンチ溝 5他検出状況 (南より)

No.4ト レンチ土媛 1遺物出土状況 (西より)
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No 5ト レンチ土媛 8遺物出土状況 (北より)

No 5ト レンチ土媛 8遺物出土状況 (南より)
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No 3ト レンチ土竣 4遺物出土状況 (南より)

No.3ト レンチ土媛 4遺物出土状況 (東 より)
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Ⅲ 辻子谷遺跡第 1次発掘調査報告



例

1,本書は大阪府東大阪市中石切町 2丁 目210～212番地に所在する辻子谷遺跡第1次の発掘
調査報告である。

2.調査はマンション建設工事に伴う事前調査として実施した。
3.調査は、財団法人東大阪市文化財協会が東大阪市教育委員会の依頼により勝田邦夫を調査
担当として実施した。

4.調査期間は1985年 1月 18日 から3月 30日 までである。
5.調査姑象面積は260m2でぁる。

6.発掘調査の参加者は、藤田仲一、堀内正己、益田佳明、山藤誠、平田哲也、築地勇、浅村
隆で整理作業には上記以外に川越菊美、北田千香子、植田久美、万谷祥子、速水善洋が行

なった。

7.本書の執筆、編集は勝田が行なった。本書に掲載した遺物写真は、新生堂フォト落合信生

氏に委託して撮影した。

8.調査の実施に当たっては山崎芳子、山崎秀一両氏、東レ建設株式会社、安西工務店の方々

に御協力を頂いた。記してお礼申し上げます。

口
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辻子谷遺跡第 1次発掘調査報告

I.は じめに
辻子谷遺跡は、東大阪市中石切町2丁 目を中心として、東西約200m、 南北300mに 及ぶ範囲

と推定される縄文時代から歴史時代 (江戸時代)に至る複合遺跡である。

明治の初年、辻子谷北岸で凝灰岩の石材とともに薄い2枚の土師器製墓誌板が出上したこと

から遺跡として周知されるようになった。 2枚のうち 1枚には墨で文字が記されていたという

が現存せず、縦28.5cm、 横9。 3cm、 厚さ0.8cmの板状土製品が残るのみである。文字を墨書して

いたものを身、現存する文字のないものを蓋とする墓誌板であつたと考えられる。胎土は水簸

した良質の粘上が用いられ、全体に赤褐色を呈し、一部に黒色の部分のあるものである。製作

年代は焼成手法の上から奈良時代と考えられ、わが国において墓誌の盛行した時期に当たって

いる。この墓誌板とともに出上したという凝灰岩は、おそらく火葬骨とこの墓誌板をおさめた

蔵骨器であつたと推定されている。 (枚岡市史第 3巻参照)               .

しかしながら、現在まで発掘調査等は一度も行われておらず詳細については不明である。

今回の調査は、東大阪市中石切町2丁 目210～ 212番地においてマンシヨン建設工事が計画され

た。調査地は墓誌板出土地の南西130m、 辻子谷南岸の標高34m前後の扇状地上である。予定

地は辻子谷遺跡内にあたるため東大阪市教育委員会が昭和59年 6月 11日 に試掘調査を実施した。

その結果、東側 トレンチの第3層、第4層から古墳時代の遺物が、西側 トレンチの第3層、第4層

から古墳時代の須恵器・土師器を検出し同時期の遺構の存在が推定された。このため届出者と

協議の結果、発掘調

査を実施することと

なった。

発掘調査は、昭和60

年1月 18日 より1月 20

日まで耕上の機械掘

削、1月 21日 から人

力掘削を実施し3月

29日 まで現場作業を

行なった。

0           5           10          15cm

1

|

1

第 1図 墓誌板
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Ⅱ.位置と環境
辻子谷遺跡は、東大阪市中石切町2丁 目に所在する縄文時代から歴史時代 (江戸時代)にか

けての複合遺跡です。本遺跡の標高は約23～41mで、中位段丘面とこれを覆う扇状地扇央部の

堆積物のうえに形成されたと推定されている。

辻子谷遺跡の周辺地域で生活が開始されたのは旧石器時代で、日下、芝坊主山、千手寺山、

正興寺山、山畑などの遺跡でナイフ形石器および尖頭器が出上している。旧石器時代から縄文

時代の過渡期では、神並、草香山、日下、六万寺などの遺跡で有舌尖頭器が出上している。

縄文時代では、早期の神並遺跡、中期の善根寺遺跡、後期の日下遺跡、縄手遺跡、晩期の日下、

芝ヶ丘、鬼塚、馬場川遺跡がある。これらの遺跡は、生駒山西麓の段丘上、標高15～ 80mに位

置し、前面に広がる河内湾と背後に位置する生駒山の豊かな自然を背景として集落が営まれた

ものと考えられる。

弥生時代では、中垣内、和泉、高井田、人生堂、山賀といった標高 1～7mの低地を中心に

集落が営まれる。南西1.2kmに ある鬼虎川遺跡では、幅5m、 深さ1.2～ 1.5mの環濠に囲まれた

集落があり、集落の東側では方形周溝墓、土鍍墓、本構墓、土器桔といった墓地域、西側では

杭などで護岸された水利施設をもった水田などが広がっていたものと考えられる。しかし、中

期末になって衰退し後期には廃絶してしまう。西ノ辻遺跡では、中期中葉から集落が営まれ後

期には集落の規模が拡大する傾向にある。この違いは遺跡の立地に大きな要因があると考えら

れる。弥生時代後期では中期のような大規模な集落は影をひそめ、小規模なものとなる。ただ、

鬼虎川遺跡を中心として西ノ辻遺跡、植附遺跡、鬼塚遺跡が隣接して存在するが、集落の配置、

集団関係、生業、変遷といった詳細なことは現段階では明確ではない。

古墳時代では、馬場、日下、芝ヶ丘、辻子谷、神並、西ノ辻、鬼塚、縄手といった扇状地、

新家、西岩田、意岐部、西提、岩田、人生堂、小若江、池島東といった沖積平野で集落が営ま

れているが概して規模の小さいものが多い。また、生駒山西麓の各尾根筋には古墳が数多く作

られている。

歴史時代では、扇状地上に寺院や集落がみられ、また沖積平野の微高地にも集落や寺院が立

地し、その周辺部では人間の活動の痕跡が多く見られる。掘立柱建物、井戸、溝、土坑、耕作

痕といった遺構、土師器、須恵器、瓦器、輸入陶磁器、国産陶磁器、漆器、石製品といった当

時の生活がうかがえる遺物が出土している。

2
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1鬼虎川遺跡 6神並遺跡   11正 興寺山遺跡
2鬼塚遺跡  7法通寺跡   12神 並古墳群
3西ノ辻遺跡 8辻子谷遺跡  13千手寺山遺跡
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16日 下遺跡
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18正法寺山遺跡
19.和泉遺跡
20北島遺跡
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第 2図 遺跡周辺図



Ⅲ.調査の概要
調査地点は、辻子谷遺跡のほぼ中央部にあたるところであり、標高34m前後である。調査は

東西26.5m、 南北9.8m、 面積260m2を対象として実施した。

今回の調査地は、国匁座標第VI座標系で東端がY=-32,040.50、 西端がY=-32,067.00、

北端がX=-146,207.00南端がX=-146,217.00である。

層序

調査地点の層序は、南壁・北壁断面をもとにして行なった。以下、確認した土層を列挙した

うえで特徴を記す。

第 1層 耕土 層厚7～ 20c m。 明治初年頃に地上げして水田化されたもので現在にまで及
んでいる。

東大阪市立

石切幼稚園

第 2層  オリーブ黒
色 (5Y3/2)細礫混

じり極細粒砂 ～シル

ト。水田化する時に東

側の高い部分の土を削

り、西側の低い部分に

入れたもので厚さ40～

60cmあ る。客上である。

第 3層 灰オリーブ

色 (5Y4/2)細礫混

じり極細粒砂 ～シル

ト。江戸時代中期以降

の耕作面。

第 4層 オリーブ黒
色 (7.5Y3/2)極細粒

N

0     10
1    1

ガレージ

第 3図  調査地点位置図

砂～シルト。江戸時代の耕

作面。

第 5層 灰オリーブ色砂
P34mま
じリシル ト、 (12～ 13世

紀代の瓦器・土師器・須恵

器出土)

第 6層 灰オリーブ色粗

砂 (須恵器・土師器出土)

４

６６

調査地点

第 4図 層位図
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第 5図 地区割図

第 7層 灰オリーブ色粗砂 (須恵器・土師器出土)

第 3層 灰オリーブ色中粒砂 (須恵器・土師器出土)

第 9層 オリーブ灰色小礫まじリシルト (須恵器・土師器出土)

第10層 暗緑灰色シルト、

第11層 灰オリーブ色シルト (土師器・須恵器出土)

第12層 黒褐色小礫まじリシルト、

第13層 黒色シルト (土師器・須恵器・製塩土器出土)

第14層 暗赤褐色小礫まじリシルト、

第15層 緑黒色シルトと続く。

各層の時期は、第 1・ 2層が近現代、第 3層が江戸時代中期以降、第 4層が江戸時代、第 5

層が平安～鎌倉時代、第 6～ 10層が奈良時代、第11～ 13層が古墳時代中期後半から後期前半

(5世紀後半～ 6世紀前半)、 第14層が縄文時代中期である。

遺構

遺構は第 3層、第H層、第12層、第14層上面で検出した。

第 3層上面の遺構

溝

第3層上面では幅20cm前後、深さ4～ 5cmの南北に平行して走る溝を14本検出した。西端に

位置する溝21ま北に向かつて約1.5cm下がる。東へ順に溝31ま北へ0.7cm、 溝4は北へ1.4cm、 溝5

は北へ7.7cm、 溝61よ北へ3cm、 溝7は北へ7.2cm、 溝81ま北へ3.2cm、 溝10は北へ2.7cm、 溝12は

北へ2.3cm、 溝13は北へ1.3cm、 溝14は南へ0.4cm、 溝15は南へ4cm下がる。溝の幅は溝2が35cm、

溝3が 1lcm、 溝4が40cm、 溝5が26cm、 溝6が21cm、 溝7が 14cm、 溝8が24cm、 溝9が21cm、 溝

10が45cm、 溝11が33cm、 溝12が 62cm、 溝13が 33cm、 溝 14カンOcm、 溝15が46cmであった。こ

れらの溝は水田の耕作時に生じた鋤溝と思われる。出土遺物は溝2が須恵器、瓦器、土師器羽

釜片、溝6が土師器皿、瓦器片、溝7が須恵器、瓦器、土師器皿、製塩土器片、溝8が土師器、

瓦器片、溝9が土師器、製塩土器片、溝10が土師器皿片、溝12が須恵器、土師器、瓦、瓦器製

塩土器片、溝13が須恵器、瓦器片、溝14が土師器、磁器 (伊万里焼茶碗)片、溝15が土師器片

-5-
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第 6図 第3層上面の遺構

で、須恵器・土師器に混って伊万里焼茶碗片が出土している。

水路

調査地の西端では、推定上面幅2,7m、 深さ約lmの溝が走っている。溝内の堆積土は上層か

ら灰オリーブ色 (5Y4/2)河 礫ヽ混じリシルト、暗赤褐色 (2.5YR2/2)ガ 礫ヽ混じリシ
ルト、暗褐色 (7.5YR3/4)細礫混じリシルト、褐色 (7.5YR4/3)細礫混じリシルト、
オリーブ黒色 (loY 3/2)細礫混じリシルト、黒掲色 (7.5YR3/2)細礫混じリシルト

などが堆積し、溝中央部の底には暗渠水路を設置している。この暗渠水路は調査地の南側、明

治12年 9月 編集、明治13年作成刊行の河内国河内郡芝村、神並村、芝神並村入組地引図によれ

ば、芝神並421番地は池となっていて (清水池と呼ばれていた)こ の池から水を引いて各水田
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に入れられる用水施設であ

ったものと思われる。用水

路の東側底部付近には杭列

や石積みの残石がみられ土

留めとして使用していたも

のであろう。この溝の中央

部には青灰色シルトを切つ

て樋が設置されている。こ

の樋は第 2層で埋土し整地

する前に設置されたもので

瓦製円筒管と木製管とで成

り立っている。瓦製円筒管

は直径 21～ 25cm、 長 さ

32cmの ものを21個 、途中

補修のために使用した長さ

64cmの 常滑焼 と思われる

土管が 1個使われている。

木製管は調査地の南端部分

にあり、直径26cmの 九太

材を半裁し、内側を割り抜

いて再び合わせたもので検

出長1.8m、 さらに調査地の

南側へと続いている。木製

管は1.8mで約10cmの落差

があるが瓦製円筒管はほぼ

水平に設置されている。近

世から近代にかけて使用さ

れていたものと思われる。

第11層上面の遺構

溝13条、土坑 7基、ピット

5個を検出した。各遺構は

切りあいが多くみられ 3～

4期 に小区分できる。

溝

溝 161ま 幅67cm、 深 さ

指

く

Z
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第 8図  第11層上面の遺構

10cm、 長さ4.6mで L字形に屈曲して延びる溝である。溝底は両端が高く中央部が1.5cmと やや

低くなっている。溝17は幅52cm、 深さ21cm、 長さ4.2mの東西方向に廷びる溝である。溝18は

溝 17と 分岐しほぼ平行に延びる溝である。幅60cm、 深さ9cm、 長さ3.5mである。溝19は幅

55cm、 深さ5cm、 検出長 2mで調査地外へ延びている。溝201ま南北方向に廷びる溝で幅66cm、

深さ10cmで溝19と 25に切られ、溝23を 切っている。土坑を中心に溝16,24,25,26で は炭化物を

含む層の中に多量の製塩土器が検出され、塩の精製が付近で行われていたと思われる。

土坑

土坑 1は幅1.28m、 長さ7.05m、 深さ20cmで土坑 3、 4、 溝25を切っている。須恵器杯身、

杯蓋、土師器甕、重、高杯、杯、甑、製塩土器、滑石双孔円板、サヌカイトが出土した。土坑

2は幅0.28m、 長さ1.06m、 深さ8cmで、溝21を切り、溝25、 ピット5に切られている。土師器

片が出土した。土坑 3は幅1.2m以上、長さ1,3m以上、深さ15cmで、溝25、 土坑 1に切られて

-8-
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いる。土師器奏、高杯、重、甑、製塩土器、砥石、サヌカイトが出土した。土坑 4は幅0,7m

以上、長さlm以上、深さ9cmで、土坑 1に切られている。土師器片が出土した。土坑 5は

幅0.66m、 長さ0.85m以上、深さ14cmである。土師器器台、製塩土器が出土した。土坑 6は幅

0.76m、 長さ0.63m以上、深さ10cmで、溝26、 27、 28を切つている。土師器奏、高杯、サヌカ

イトが出土した。土坑7は幅2.3m、 長さ4m、 深さ12cmで 、溝16に切られている。須恵器杯身、

高杯、土師器高杯、重、奏が出土した。

ピット

B2地区で検出した。ピットとは長径54cm、 短径29cmの楕円形で深さ5cm、 断面は台形を

呈する。須恵器杯身が出土した。ピット2は長径43cm、 短径27cmで深さ 5cm、 断面は台形を

呈する。土師器高杯、壷、製塩土器が出上した。ピット3は長径66cm、 短径51cmで深さ9cm、

断面は台形を呈する。土師器椀が出土した。ピット4は長径35cm以上、短径33cmで深さ9cm、

断面は台形を呈する。土師器片、製塩土器が出土した。ピット5は長径38cm、 短径23cmで深

さ4cm、 断面は皿状を呈する。

第12層上面の遺構

第12層上面では溝13条、土坑 6基、ピット4個を検出した。土坑29においても多量の製塩土

器を検出した。

溝

溝29は B二～卜地区で検出した。不定形な土坑となる可能性もある。幅1.2m以上、長さ1.06

m以上、深さ14cm、 北へやや低 くなっている。堆積土は暗緑灰色シルト (loG Y 4/1)で

須恵器杯身、杯蓋、高杯、土師器高杯が出土した。溝301ま B二地区で検出した。幅74cm、 長

さ2.62mの不定形なもので、深さ10cmで ある。溝29、 41、 土坑10を切り、溝32に切られている。

堆積土は暗緑灰色シルト (7.5GY4/1)である。溝31は B卜 地区で検出した。幅37cm、 長

さ1.92mの 南北方向の溝である。溝29、 土坑 9を切つている。深さ32cmで U字形の断面である。

堆積土はオリーブ褐色中粒砂 (2.5Y4/3)で 土師器片が出土した。溝32は B二 ～卜地区で

検出した。幅44cm、 長さ3.65m以上、深さ15cmの東西方向の溝で溝30、 31、 33を切つている。

溝底は西側がやや低くなっている。断面形は西側が皿状、東側がV字形である。堆積土は暗灰

黄色細礫混じリシルト (2.5Y4/2)で土師器片が出土した。溝33は B卜 地区で検出した。

幅50cm、 長さ0.75m以上、深さ9cmで 、堆積土はにぶい黄褐色細礫混じリシル ト (10Y R

4/3)で ある。溝34は B卜 ～チ地区で検出した。幅76cm、 長さ1.52m以上、深さ6cmで断

面は皿状を呈する。堆積土は緑灰色細礫混じリシルト (7.5GY5/1)で 、須恵器杯蓋、土

師器高杯が出土した。溝35は B二～ホ地区で検出した。幅34cm、 長さ1.24m以上、深さ6cm

で、断面は皿状を呈する。堆積土は灰オリーブ色細礫混じリシルト (5Y4/2)で 須恵器・

土師器片が出土した。溝361ま B二地区で検出した。幅20cm、 長さ1.15m以上、深さ6cmで、

断面は皿状を呈する。堆積土はオリーブ褐色細礫混じリシルト (2.5Y4/3)で 土師器片、

石鏃が出土した。溝37は Bホ～チ地区で検出した。幅53cm、 長さ2.63m以上、深さ8cmで、
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第 9図 第12層上面の遺構

東から西に徐々に低くなっている。断面は皿状を呈する。堆積土は灰オリーブ色細礫混じリシ

ルト (7.5Y5/2)で ある。溝38は Bチ地区で検出した。幅38cm、 長さ2.15m、 深さ8cmで、

L字形に屈曲する。底は東が高く北側が低 くなっている。堆積土は緑灰色細礫混じリシルト

(7.5GY5/1)で ある。溝39は Bホ ～チ地区で検出した。幅38cm、 長さ1.88m以上、深さ
1lcmで 、断面は台形を呈する。堆積土は灰オリーブ色細礫混じリシルト (7.5Y5/2)で縄

文土器片、須恵器・土師器片、製塩土器が出上した。溝401よ Bホ地区で検出した。幅50cm、

長さ2.38m、 深さ28cmで、溝底は東側が低 くなっている。堆積土は暗緑灰色シルト (7.5G Y

4/1)で ある。土師器片、製塩土器が出土した。堆積土は暗緑灰色細礫混じシルト (5G
4/1)で ある。溝41は B二地区で検出した。幅255cm以上、長さ4.35m以上、深さ20cmで、
堆積土は灰色シルト (loY 4/1)で、土師器片、製塩土器が出土した。
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土坑

土坑 8は幅0,78m、 長さ1.7m、 深さ22cmで土坑 9に切られている。須恵器無蓋高杯、土師器

甕、重、高杯、製塩土器が出土した。土坑 9は直径1.15mで 、深さ35cmである。堆積土は上層

が暗灰黄色細礫混じリシルト (2.5Y5/2)、 下層が暗オリーブ灰色シルト (2.5GY4/1)

である。溝31に切られている。土坑10は幅1.15m、 長さ1.8m以上、深さ6cmで、溝30、 37、 40

に切られている。土坑11は幅0,6m、 長さ0.5m以上、深さ9cmで、堆積土は灰オリーブ色細礫

混じリシル ト (5Y4/2)で ある。溝35、 41に切られている。土坑 12は直径2.3m、 深さ

1lcmで 断面は皿状を呈する。堆積土はにぶい黄褐色細礫混じシルト (10Y R 4/3)で ある。

縄文土器、土師器、サヌカイトが出土した。土坑13は直径0.42m、 深さ19cmで ある。堆積土は

暗オリーブ灰色細礫混じリシルト (2.5GY4/1)である。

ビット

Bチ地区で検出した。ビット6は長径67cm、 短径31cmの楕円形で深さ47cm、 断面はU字形

を呈する。底には一辺26cmの隅丸三角形をした石が据えられている。ピット中央には直径

24cmの直立して柱が建っていたようでオリーブ灰色シルト (5GY5/1)が 堆積していた。

周辺部は暗オリーブ灰色シルト (5GY4/1)で ある。須恵器杯蓋、土師器高杯、椀が出土

した。ピツト7は直径23cm、 深さ12cm断面はU字形を呈する。ピット中央には直径12cmの 柱

があったようで緑灰色シルト (7.5GY5/1)が、周辺部には暗緑灰色シルト (7.5GY4/

1)堆積している。土師器片が出土した。ピット8は直径27cm、 深さ20cm、 断面はU字形を

呈する。柱はピットの西側に建てられており直径は1lcmである。柱の部分はオリーブ灰色シ

タレト (2.5GY5/1)、 埋土はオリーブ灰色シルト (2.5GY6/1)である。ピット9は直径

41cm、 深さ30cmである。堆積土は灰色細礫混じリシルト (loY 6/1)である。

第14層上面の遺構

第14層上面ではピット11個、土坑1基を検出した。

ピット

ピットは 2間 ×2間の建物が考えられ、梁間 2m、 桁行2.7mで ある。ピット15・ 19には柱

痕が残っている。ピット15の柱痕は直径1lcmで下端をV字形に削り尖らせている。ピット19

の柱痕は直径16cmで外周を14面に面取りをしている。底面はいずれもフラットであるが、円

周から3cm、 長さ4cmにわたつて削り込みが見られる。ピットH・ 13・ 14・ 16に は根石が見

られる。ピットの大きさはピットloが直径46cm、 深さ38cm、  ピット11が直径65cm、 深さ
25cm、 ピット12が直径38cm、 深さ20cm、 ピット13が直径59cm、 深さ28cm、 ピット14が長径

68cm、 短径46cmの楕円形で、深さ40cm、 ピット15が直径41cm、 深さ35cm、 ピット16が長径

55cm、 短径50cmの楕円形で、深さ16cm、 ピット17が直径27cm、 深さ18cm、 ピット18が直径

43cm、 深さ20cm、 ピット19が直径78cm、 深さ45cm、 ピット20が長径76cm、 短径65cmの楕円

形で、深さ18cmで ある。ピット10か らは土師器杯、奏、高杯が、ピット13か らは土師器片、

ピツト17からはサヌカイト片が、ピット18からは土師器甕、サヌカイト片が出土した。ピット
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第10図 第14層上面の遺構

の堆積土はloの 中心部が暗緑灰色シルト (10G3/1)、 周辺部が暗緑灰色シルト (loG 4/
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1)、 11が灰色シルト (10Y5/1)12の中心部が暗オリーブ灰色シルト (5GY4/1)、 周

辺部が灰色シルト (7.5Y4/1)、 13の 中心部がオリーブ灰色シルト (2.5GY5/1)、 周辺

部がオリーブ灰色シルト (2.5GY6/1)、 14の 中心部が褐色シルト (7.5Y4/4)、 周辺部

が暗オリーブ灰色シルト (5GY4/1)、 15が暗青灰色シルト (5B G3/1)、 16が黒褐色シ

ルト (2.5Y3/2)、 17が暗緑灰色シルト (5G3/1)、 18が黒褐色細礫混じリシルト (2.5Y

3/2)、 19が暗緑灰色シルト (5G4/1)、 20が灰色細礫混じリシルト (10Y5/1)で あ

る。

上坑

土坑14は直径1,9m、 深さ6cmの 円形の浅い皿状の落ち込みで、中には縄文土器片に混じっ

てサヌカイトの剥片が多く見られた。剥片の出土状況などから石器の製作場所であった可能性

がある。

この他に第 7～ 8層で多量の須恵器が出土した。出土状況は50～ 80cm大の石の東側及び南

北に集中してあつたり、20～ 40cm大の石の下にあつたりで、これらは山側から土石流となっ

て流れついたものと思われる。

以上のように今回の調査では当遺跡が縄文時代中期から始まること。縄文土器や石器を含む

層が今回の調査地の南東地区にしかみられないことから、この時期の遺構は当地より南東方向

に拡がっていることが予想されること。

古墳時代中期後半～後期初頭の建物、溝、土坑などの遺構、須恵器、土師器、製塩土器などの

遺物が多く検出されたことから、古墳時代の集落が周辺に拡がっていることがわかった。これ

らの集落は、周辺に存在した之山古墳をはじめとする古墳築造の基盤となったものと思われ、

古代の社会を考える上に非常に重要なものである。

奈良時代のものについては遺構は検出されなかったが、多量の遺物が出土した。遺物はあまり

摩耗しておらず東及び南東のそう遠くない所に集落があるものと思われる。
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遺構 B
法二 (cm)

()懐原径巌存稿

鯛 整  手 法
含有鉱物,菫 (mm) 備 考

内  面 外  面

須惑器 卜「ヽ霊 口■
~l116)

器商 (43)

天非部ヨヨナア。

体部ヨコナデ。

天丼部右まわりのヘラケズリ

体部ヨヨナア。

内面 うY71灰 白色

断面 うr,灰白色

外面に灰かぷ り

林 身 ロィ径 (100)
器商 (33)

口縁歯[ヨ 回線部ヨコナテ。

体部ヨヨナデ。

内面 5邪ρ灰白色

外面 10YR`h灰 ょ貨網色

断ェH SⅥ鰤

'灰

樹Ё

醍
部
】

高杯 口径 ('60)

器高 (107)

回線部ヨヨナア。

体部 7条 /1c■ のハケメ
F声 都ハヶメ後ナデ。

口緑部ヨヨナア。

体部～底部 7条 /emのハケ
内面 754816哉黄橙色

外面 7,豫 VB減資糧色

so以下の要石
クサリ環。

峨
部
い

高林 器高 (77) 体部～点部ハケメ後ナテ。 体部～底部ナア。

外面 104μ によい
黄糧色

資橙色

犀色砂粒。
榔
″

土師器 翼 口径 143) 回線部ヨヨナア後板ナデ
肩部板ナデ。

体部坂ナア、ナア。
底部ユビオサエ。

口腺部ヨヨナア。
F!部 ヽ体部 8条 /cmの タタキ

底部 4条 /mの タタ■メ。

内面 7 SYR6 41こ あ
‐い

凝色

外面 50!Rる 0置色

20以下の長石

口径 (140)
器高 (110 肩部ヽ体部ペラケズリ。

回線部ヨヨナデ。

肩部～体部 7条/cmのハケ 送どと

外面 75ヽ RS′4にふい

澄t

クサリ疎。

小破

片

外面―部槃 lす着。

林 身 口径 122)
器商 4,

体部ヨヨナデ。

底部ヨヨナア。

店部の一部ヨヨナア独 ナテ

体都ヨヨナデ。
広部左まわりのヘラケズリ。

内面 ,B5′ 1'灰色 脚
ワ

■師器 高杯 口径 (142)
器商 (57)

口晟部ヨヨナア

体部ナア。

回線都ヨヨナア。 内面 iOYR'21こ工い女

外面 ,SYR7 41こ ぶい

橙t
断面 10YR72に ボい賀

細
翻
い

■師器 高杯 器高 (77)
底径 (110)

脚部ベラケズリ後ナア 脚部ナア。
裾部磐面ヨヨナア。 褐色

褐也

断面 5,ェ荀崎R「赤禍色

脚
い

回径 (110)
器高 (37) 体部ヨヨナデ。 体部ヨ

体部 (下割リ ヘラケズリ。

内面 5YS.浚 賀色

外ょH5Y81B淡 黄色

口径 (140)
器高 (a6)

口縁部ヨコナア。
体部 7条 /e【 主のハケメ。

口篠部～体部ヨヨナア。 内面 5YR6 6任 色

疎 長石。
小破

表 1 辻子谷遺跡第 1次調査出土遺物観察表
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図番号 遺構 層 種  類
法二 (cm)

( )複願径I残存高
含有撤物薇 (mm) 晩存度

外   面

尭 口密 (142)
器高 (110)

口繰部ヨヨナア。

'=部

～体部 3条 /cmの タタキ
内面 lo漁∽減責橙営

外面 ioYR8 411を箕澄色

瞼
部
い

内外面共 に黒斑

商打ヽ 器高 (5“ )
店径 88

オ}状部ンボリメ。
程状部 (下部)ナア。
据部ヘラによる刺突文。
据部,鞘面ヨヨナデ。

た状部～据部ケズリ後ナア。
据部珊面ヨコナア。

山画 ЮttMβにぷい薫
澄色

断,1 10YRヵ Bにぶい文
笹色

韓。

蹴
部
ψ

商林 器高 (48) 柱状部ベラケズウ

“

たヽ部ナア。
オ主】ナ部ヘラケズつ。

内面

橙色

笹色
断面 10!(74に よい文
F色

石英 長石。
小

片

■師器 魂 口径 (260)
器商 (3つ

内面 ISな″4にぶい

橙t
聰l両 1∝RttH賀覆色

小 i′ t

須慈器 回径 020)
畢苗 49 体都ヨヨナア。

口様部ヨコナア。
体部ヨヨナア。
口縦部ヨヨナテ。

内面 N90灰色

外面 75Y7:灰色
黒色鉱物。

外面灰かぶり。
ソマミ擬宝誅。

口l子 ●26)
器高 (45) 体口「ヨヨナア。

内面 10YR6 1褐 灰色

外両 :OY`:灰宅ヒ

断面 lolR91将 灰t

署高 (29)

外面 7,!η
`母
色

的l面 75Y71stt

礫 王石。
小 破

須志器 杯 霊 口径 (134)
器高 (24)

口縁部ヨヨナデ。

断面 104611褐 灰色

lo以 下の王石。 小
片

察恵器 杯露 ロィ密 (142)
器商 (3,)

天丼部ヨヨナデ。 天丼部ヘラケズリ

体部ヨヨナデ。

内面 75マ●ll灰 凸色

黒t倣 1勿。
小

片

独恵器 林霊 〔ユ径 (140)
器商 (40)

天非郵ヨヨナア。
体部コヨナア。
口縁部ヨヨナデ。 口

'無

部ヨヨナア。

内面 ,5y91灰色

外面 75Y71i灰白t
黒色鉱物。

須H器 杯蓋 口径 143)
器高 (34)

内面 5Yσ l仄t

外面 N91灰色

辻子谷遺跡第 1次調査出土遺物観察表
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図番号 遺構 層 器  形
法▲ (cm)

(,傾環曇漱滞稿

調 整  手 法
含有鉱物種 (nヽ m) 備  を

内  面 外   面

久忘器 打ヽ藍 口径●05)
器高 (43)

口粽部ヨヨナア。

1氏部ヨヨナデ。

内面 N5れ灰色

断面 10Ⅵ頓′llB灰色

醸
部
娑

杯韮 器商 (35) 体部ナア。 受部ナデ。 内面 7うツR〃強t

外面 10～R'4に おい支
橙色

断面 10Y″ 1仄 白t

小破

須忘器 杯 歩 器高 (a3) 体部ヨヨナア。 体部ヨヨナア。

外面 N働砿 色

断面 厳抑灰色

鼻色鉱物。
榔
リ
外面底部「 X」 の

須慈器 rヽ身 口径 144) 口縁部ヨヨナア。
体菩Fヨ コナア。 体部ヨヨナア。

底部ヘラケズリ。

内面 N7p灰白色

外面 10コ′1灰白色

断面NVO灰白色

鼻色拡物。

小

片

杯 身 口径 1la 7)

器高 ● 6) 体郡ヨコナア。 体苫T,ヨ ヨナア。
15Y71仄自住

断面 75Y″ I灰 白色

片

須恵器 携 口径 (■ 4)

器高 (42)

口燃部

体部ヨ
口縁部ヨヨナア。

体部突市 2条、波状文 7条/
内面 N郭販 色

外面 N5麒色

05以下の長石
黒色鉱物。

小

片

須な器

霊

器高 (36)

底径 (36)

体部ヨコチア 体部 (上部)ヨ ヨナえ
体部 (下部)ヘ ラケズリ。
腹部糸切り菜。

内面 N7p灰白色

断面NVO灰色

螂
い

高杯 器高 (a9)
底径 (35)

内面 NVO灰白t

外面 NvO灰ヒ

断面 N駒は 白色

螂
甲
脚部に長方形の

透 しな。

須恵器 高林 器商 (26) 杯底部ナア。 杯底部テア。 内
`貫

杯部75Y61i灰色

脚部1∝RH′ 'に
よい賀澄色

脚部10釈 Hρに
ぷい黄企色

小破

須慈器 高林 器高 (26) 杯底郵ヨコナア。
脚部ヨヨナア。

杯底部
脚部ヨ

内面 N郭)天色

外面 N引琢 色

旺田 75釈 6● 1こ ホい

樹色

10以 下の長石

黒色砿物。

小,ι

片

器台 回径 (158)

器南 (65)

柱大部ヨコナデ。 体部 9条 /1れHの波状文
突帝 2条。
脚部つ条/1■mの渡状文。

内面

外面

250Y4′ 1暗オリ

断面 5釈 911蜀灰色

脚
螂
Ｗ

辻子谷遺跡第 1次調査出土遺物観察表
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遺括 層
法二 (cm)

(〕振朧艤

調 整  手 法
含有鉱物濤 (mm) 疵存度 備 考

口径 08)
器高 (52) 顎部ヨヨナア。

内面 ヽ中灰白t

断面 N8p灰 白色

小

片

顔忠器 器商 (113)

EI径 ●58)
器高 (335) 顎喜Fヨ コナア。

国縁部ヨヨナア。
頸部擬描刺突文。

外面 25Y4'灰赤色

断面 銭5ヽ 4′'灰赤色

船
部
】

雰荘器 杯 ケ 器商 (20)
底笹 (120)

小牧

須恵器 器古 (20)
底径 (86)

体部 (下部)ヨ ヨナデ。 体部ヨヨナデ。
嵐部糸切 り痕。

内面 N80灰 白色

外雨 NVO灰由ヒ

断面 Na10灰 白色

廟
】

須志器 芝 器高 (s2)
衷径 (128)

体部
庁卜部

(下部)ヨ ヨナア。 体部 (下都)ヨ ヨナア。
た部ヨヨナデ。

西面 N″0灰白色

外面 |(8p灰 白也

断面 7う R71赤仄色

10以 下の長石。 脚
中

須恵モ

器商 (457) 体部同 しヽ周文。 体部タタキ後ハケメ。
痕

“

タタキ後ハケメ。

内面 IOY● 1灰色 輔
部
郭
脚
黎

外面日隷部、体
部(上部)灰卜,着あ

口縁部～体部に

自
'マ
釉。

内面口縁部、体
部(上部)灰降着あ

中粒子l′

須章器

器高

“

4

口絨部ヨヨナア。

体部同心円文。
度部同心円文。

体部タタキlンた方キメ
「ど(部 タタキ後カキメ 外面 5CYVlオ リーブ

圧l面

30以下の黒t鉱 囃
離
嘘
形、榔
“

部にかけれ,こ の

須恵器 口径 (a44) 回穣部ヨヨナデ。

体郎同心日文。
底部同心円文。

口縁部ヨヨナデ、 3条 /mの
波状文 2帝。

内11 loY4′ 1灰色

外面 iOYVl灰 ヒ

図 43 須恵器 繋 口径 1180) 口縦都ヨヨナア。

た部同心円文。

体部タタキ後力■メ。
度部タタキ後カキメ。

内面 N71仄 白色

外面 N″ 1灰 白1と

断面 N71灰自t

下の長石 離
Ｍ
‐／３、脚
第

外面灰降差あり。
口綴 よ う体部 に
かけて暗無色の

自然釉。
内面口緑部灰降

着あり。

須 .営器 莞 口縁苫Flヨ ヨナデ。
肩都同′とヽ日文。 月部タタキ。

外面 仄白0

辻子谷遺跡第 1次調査出土遺物観察表
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図番号 器  形
()領原径碗存嘉

含有欲
`′

勿薇 (mm) 備 考

須恵器 口径 (23ユ )
器高 (132)

回線部ヨヨナ′。

雇部～体部帝をよ文。 層部 4条/mの 平行タタ■

体部 4余 /cLlの 平令タタ■
外面 75Y睦 仄白色

SO以下のf文石
黒色鉱物。

内面口線部 自然

夕1面 日経部、再

郎、体部、自然

釉。

外面肩 Tヽ,に

よの把手。

須恵器 整 口空 ●6ユ )

器苗 (55)

口経部突帝 1条と突市 2条▼つ
間に10条 /1mの波条文。

内面 針αl灰色

外面 N40灰色

断面 5Ⅵ閣′1榔灰色

小破

片

日径 (354)
器高 (80)

口憲部

体'Fヨ

口縁部ヨヨナア。

体書下突帝 2炎、 9条 /mの 波
状文3■、突市1条。

内面 N,O灰雹

外面
`PBヮ

l材灰霊

断面 7 5RCP灰 赤色

10以下のよ整石。

翼 口径 (36“ )
器苗 (OS)

口縁部ヨヨナ為 回線部ヨヨナア独 1条 の段と

5粂/mの 疲状文。
内貢 NV恢色

外面SYVl灰 色

断〔110R6恢 赤色

10以 下の長石。 小

片

須承謡 口径 (144)

器商

“

7)

口径 (156)

器高 (62)

口縁部ヨヨナア。
房部ベラケズリ。

外面 舟R64こ よい橙

種色

10以下の長石 風化している。

口径 liS 6)
器高 (48)

口縁部 6粂 /mの ハケメ
肩部ヘラケズリ。

口繰部ヨヨナデ。

肩部 6条/emのハケメ
内面 25預塑誤黄色

外面 21コρ淡賣色

断面 25YW3','賀 色

lo以 下の授石

黒色砂 1了。 片

囲 52 須燕器 理

器高 (aO)

口隷部ヨヨナ為 外面 澁青灰色

土師器 斑 口径 (130)
器商 (う 0)

口縦部 8条 /emの検方向のハ 口縁部ヨヨナテ。
層部 8条/1cmの縦方向のハ 澄t

外面 7く R``4にぶい

断面 75Ⅵ哨峰におい

金蜃母 黒色砂 聴部
準

翌 口径 ('42)
器商 (73)

口艦部ヨヨナ為 口綴部ヨコナア。
層部 8条 /c.■ 1のハケメ。

内面 10ヽRヽ 4に示い質

外面 75ゝ R5′ 41こぷい

縛色

禍色

黒色r)疵。

小破

片

商杯 口径 (178)
器高 (49)

口縁吉F′ヨヨナア。
体部風化のためH笥整不明。

'H部
風化のため観整不明。

口羅部ヨコナみ

体部風化のため調整不男。
嵐都風化のため

ヨ調整不明。

内面 :OYR働飯 白t

橙色

髄

ょ0以下の王石

黒色砂粒。

小

片

辻子谷遺跡第 1次調査出土遺物観察表
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図碁号 遺博 声 器 形
法二 (cm) 調 整 ・ 手 法

含右鉱物猛 (mm)

i師器 高林 口径 (156)
器高 (47) 体部～底部ナア。

口緑部ヨヨナア。

底部 (上部)ナデ。
F〔部 (下部)ベ ラケズリ

外而 ,sヽR,4にぷい

商杯

器高 (53) 体部～底都ナデ。 体部ナデ。

断面 ,O漁″0によい賀

30以下のコミ石 林

ほ
完

内外面共槃イ十者。

土師器 (上部 )
(下部 )

底苗[ヘ ラミガ■。

注状部 縦方向のベラケズ

器高 (70) 柱状部
柱状部

(■部)シポリメ。
(中 ～下部)ベ ラケズ

柱状部～裾部縦方向のベラケ

裾部瑞画ヨコチア。 外面

糧と

榊
い

器営 (17)
広径 (100)

内面 75YR6 61at

断面 ,OYR″つにぶい黄

螂
黎

商林 器高 (3S)
底径 (89)

杯底部ナア。

裾部ユピオサエ後ナア. “

なヽ部ナデー部ユピオす工。

裾部ヨコナア。

内面 10コ螂 繊貫笹t

外面 :ωR∽〉よ主賀橙色

断面 10YR8ち 浅賀獲色

aO以下の砂粒 脚
い

表保 須恵器 器苗 (う 0)

店径 (10o)

柱状部ベラケズリ。

裾部風化のため不明。

柱状部から裾部。

澄色
断面 loYR8F、 減貨橙色

森 長石。 螂“
方形の透し▼し。

わi 口径 143)
器商 (58)

回線部ヨ

体部ハケ
底部ナデ。

体部～底部ナア。
内面 10ヽ R64に ぶい黄

舛面 10YR6 4に ぷい☆
笹色

世Fltt loヽ R64におい賀

ク

'つ
礫。

主師器 杯 口径 (162)
器高 (51)

回線部ヨヨナ為

体部 (上部)ヘ ラミガキ。
体部 (下部)ベ ラケズリ。
F度部ベラケム

‐
り。

外面 7,YR`6オ霊色

断面 754616程色

瞼
部
い

■師器 杯 回径 (165)

器商 (23) 体部ナア。
な部ナア。

口縁部ヨヨナア

体旨「〉ナア。

内面 25コP明赤灰色

外面 25Y72RB赤 灰色

断面 25Y″2明赤灰色

クサリ擦。

嚇
郎
ψ

図 Ю 回径 II O

器商 32
口縁部ヨヨナデ。 外面 によい反白t
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図番号 遺構 層 な 類 器  形
法Д (cna)

()領飯径巌市菖

調 整  手 法
色  韻 含有鉱物種 (nim) 残存度 備 考

内  面

察恵子 口径 i02
器高 (34)

口縁芭ヽナテ。

体部ナア。 体都ナア。

製空土岳 口盗 138)

器商 (38) 体部ナア。

内面 10YttB浅 賀橙色

外面 7〔 ,ヽ1仄 白色

断面 7づYツ 1灰 白色

05以下の長石。 輯
部
】

口径 (4つ
器高 (40)

口経部ヨヨナデ。

体部ナア。 体部ナデ。

内11

澄色

断面 Nつ 0黒色

碑 長石。 囃部
μ

製塩■妥 口径 ● 3)

器高 (65)

口縁部ヨコナア。

体都ナア。

内面 1"Rη3によい

X橙と
外面 2卸′戦費色

断面 25Y″ 4!々賀t

聴
都
“

型4i器 口径 as
器高 (42)

口縁部～体部ナア。 口緑部～体部ナテ。 内画 5Ⅵ噺

“

にぷい

外面 SYR96糧 t

断面 10417′ 1黒色

礫 妥石。 鵡部
】

製塩土器 口径 r40)

器高 (45)

口糠部～体部ナデ。 ロイI都～体部ナア。 内面 2jY叩 淡費色

外面 SYVl灰 白色

断面 ,Y8′1灰 白色

OS以下の長石 韓
都
ぃ

製盗土器 口径 (26)
器高 (26)

口緑部～体都ナア。 口巌部～体部ナ為 内面 75Y3ρ_オリーブ

黒t

黒t

鵡
部
】

製″葉主器 口径 32
器再 (1,)

口縁郎～体部ヨコナア。 口縁部ヨヨナア。

体部タタ■。

内面 7 5Wη′
`笹
色

外面 ,5Y● 16'資を

断面 7づY7′る【色

OS以下の長石。 噛
都
】

口径 (38)

器蔦 (20)

口縁部ヨヨナデ。 内面 5Y第淡賓色

外面 Skい渋賀色

断面 Ⅳ01灰色

05以下の黒色砂
求ア。 噛

部
】

製塩土器 口径 (36)
器商 (38)

口縁部～体部ナテ。 口縁部～体部ナデ。 内面 10熙1 こヽぷい質

外面 25R● 3,軍女色

断面 25R70減支と

iO以 下の長石。 雌
部
ぃ

字を塩土器 口径 (44)
器高 (43) 体部ナみ

口森部ヨヨナテ。 内面 10WRЪ

“

におい黄

外画 10YR'′ 4にぶい黄

社 _々

断面 25Y3′ 1黒 尉々色

ク

'り
増:。 瞼都
μ

辻子谷遺跡第 1次調査出土遺物観察表
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国番号 遺|= 層 猛 療
法景 (cm)

(臆原色残存高

:囀 墜  手 法
色 :日 含有鉱物蔵 (mnヽ ) 備 を

内  面 外   面

回径 (42)
器商 (27)

口縁▼「ヽ体那ヨヨナデ。 内面 25Y∽ 決責色

外面 2 5YSβ 淡貨色

断面 25預い淡黄色

クサリ礫。 瞼部
】

製4土器 回復 (45)
器高 (44) 体部ナア。 体部テデ。

内面 SY4 1灰色

外面 5Y8′ 1淡賀乞

断西,5Y8′:決責色

輯
部
い

日径 (38)
器商 (47)

内亙 7,!R814潰丈橙

外面 7餌 811灰 白と

怯F面 15Yvl灰白ζ

噛
部
ぃ

口径 (25)
器高 (36)

口縁部ヨヨナ為
体部ナデ。

内面 sYR76避色

外面 7うYR6 6橙 t
礫。

磯

部

“

口径 (36)
器商 (55)

□縁都ヨヨナア。
体部ナア。

ロイ豪部ヨコナア。
体部ナア。

内IH loゝR]′4戌贅登色

外面 loヽR'41こ ぷいJk
℃芭

澄色

疎。 唖
部
】

製4土器 口径 (38)
器高 (35) 体部ナデ。

内面 封Rv6橙七
礫 長石。 鵡部
“

口径 (38)

器高 (43) 体部ナア。

口緑部ヨヨナデ。 内面 7う Rヽ9礎生

外面 10YR8μ 撹女護色

断面 lo4814浅 黄橙色

聰
部
】

製盗土器 口径 (44)
器商 (49)

口縁部～体部機方向のすア。 口無部～体部縦方向のナデ。 内面 loYR7′ 4にぷい賣
糧と

外面 loYR'41こ ぶい資

噛
部
黎

口径 (a2)
器商 (41)

口巌部ヨヨナア。 口療部ヨヨナデ。
体部ナア。

内面 2 SYBた 淡黄芭

舛面 2,Y8′41S,(色

櫨Fl面 25Y84淡資色

噛

部

”

日径 (42)
器商 (35) 体部ナデ。 体部ナデ。

内面 25Y8′3淡責色

外面 25Y9つ決賀色

HF面 25V8わ lⅢ女色

05以下の長石。 醸
都
中

製塩i器 口径 (40)
器高 (3,)

回線部～体部ナア。 内面 10YR'14に ォ
‐い賀

橙t
外面 iolR7 1に ぶい女

断面 20YRA11無召色

辻子谷遺跡第 1次調査出土遺物観察表
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図善号 遺構 層 種 類

法二 (em)

()9原霞臨

調 整  手 法
含有鉱物嶽 (mm) 男潔コ策 備  を

内  面

製イ趾 器
器萬 (69)

口縁部ヨコナア。 口緑郡ヨヨナア。 内卜15ヽ R6'置 色

外面 引R〃強 色

断面 SYR'l強色

線
完
口
都
存

口径 53
器苗 (48)

回縁蔀～体郡縦方向のナデ。 口縁都 2条 /cmの タタ■。 内面 2,昭μ浜賀色

外面 5YR6とにぶい種

色

二0以下の長石。 囃
部
殖

口径 (63)
器高 (43)

口縁部ヨヨナ
'。体部ナデ。

口篠都 3条 /、‐1の タタキ。 内面 2員'4浜赤澄Ё

外面 2づY″4淡赤種色

断面 剖ッ1澤色

囃
郎
殖

製簸 器 口径 (■6)

器高 (4つ )

口縁部～体部縦方向のナア。 口標部～体部 2条 /卿のタタ 内面 ЛR,蔭色

外面 7う■R06'麓色

繭 75ツ剛 b髄

10以下の長石。 少疲

口径 (46)
器商 (5D

口標苫

`ヨ

ヨナデ。
体部ナ為

口隷部 3条 /mの 夕″キ。
橙営

橙色

櫨Fl面 Ⅳ a14オ リーブ黒

色

睡
郡
ψ

製甕土器 目径 (42)
器高 (48S)

口緑部～体部 3条 /伽のタタ 内画 JOヽRSI棄賀糧色

外面 7μR匹悩色

断面 10YP814澄 資4色

クサつ礫。
鵡
部
聘

口径 (36)
器高 (68)

口織都～底部縦方向のサデ。 口無部～体部 3条 /cmの タタ

店善Fサ ア。

内面 10W勁9にぶい貨
控t

外面 5YR4 1褐 灰色

断面 ЮⅥ囀βによい賀
褐色

lo以 下の長石。 囃
部
中

辻子谷遺跡第 1次調査出土遺物観察表
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図
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図
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Ⅳ 若江遺跡第30・ 31次発掘調査概報



イテJ

1.本書は東大阪市若江北町3丁 目、若江本町3丁 目地内で実施した電路管埋設に伴う若江遺

跡第30。 31次発掘調査報告書である。

2.本調査は、財団法人東大阪市文化財協会が、関西電力株式会社の委託を受けて実施した。
3.現地調査は、第30次調査を昭和59年 8月 20日 から昭和60年 2月 1日 、昭和60年 6月  6日 から6

月14日 、第31次調査を昭和60年 9月 19日 から11月 12日 まで実施した。

5.現地の土色及び土器の色調は、農林水産技術会議事務局監修、財団法人日本色彩研究所色

票監修『新版標準土色帖』に準拠し、記号表示もそれに従つた。

4.本書の執筆及び編集は第30次を上野利明、第31次を勝田邦夫が行った。
5,図版に納めた遺構写真は上野、勝田が撮影し、遺物写真はスタジオG・ Fプロ谷川喜一氏

に委託して実施した。

6.調査の実施にあたっては、関西電力株式会社のご協力を頂いた。記してお礼申し上げます。

口



本 文 目 次

I.は じめに………………………

Ⅱ.調査の概要……………………

第30次調査 (A～ I地区)

第31次調査…………………

Ⅲ。まとめ…………………………

１

３

３

４

Ю

第 1図

第 2図

第 3図

第 4図

第 5図

第 6図

第 7図

第 8図

第 9図

第10図

第11図

第12図

第13図

第14図

第15図

第16図

・- 12

…・  13

・… 14

…・  15

・・。 16

挿 図 目 次

周辺遺跡分布図…………

調査地点位置図…………

A地区実測図…………………………

B地区実測図…

C地区実測図…

D地区実測図…

E地区実測図………………………

F地区実沢1図…………………・

G地区実波1図…………………・

H・ I地区実測図……………・

第31次調査 遺構実測図 1………………………

遺構実測図 2…………………………………………

遺構実淑1図 3…………………………………………

遺構実測図 4…………………………………………

遺構出土遺物実浪1図…………………………………

包含層出土遺物実測図………………………………

２
　
３
　
Ｈ

第31次調査

第31次調査

第31次調査

第31次調査

第31次調査

‐７

‐８

‐９

２０

２‐

２２

２３

２４

図版 1

図版 2

図版 3

図版 4

図版 5

第30次調査

第30次調査

第30次調査

第30次調査

第31次調査

遺構

遺構

遺構

遺構

造構

図 版 目 次

上.E-1地 区遺構検出状況 下,C地区遺構検出状況
上。E-2地 区遺構検出状況 下.F地区遺構検出状況
上.F地区井戸 2検出状況 下.F地区溝 2(暗渠)検出状況
上.G地区柱穴検出状況 下.G地区柱根検出状況
上。 c-4地区溝 6 下.d-1地 区溝 5



図版 6

図版 7

図版 8

図版 9

図版10

第31次調査

第31次調査

第31次調査

第31次調査

第31次調査

遺構

遺構

遺構

遺構

遺物

上。 e-2地区池検出状況 下.e-2地 区池検出状況
上.d-4～ c-2地区ピットと溝 下.c-2地 区ピット6
上。c-1地区ピット5溝 4 下。 c-1地区ピット4
上。d-4地区ピット2.3 下.a-3地 区ピット1
上.須恵器、土師器 下.瓦器、土師器、陶磁器



I.は じめに
若江遺跡は、東大阪市若江本町、若江北町、若江南町付近を中心として、東西約650m、 南

北約950mに及ぶ範囲と推定される弥生時代から歴史時代 (江戸時代)に至る複合遺跡である。

本遺跡の立地は、東を生駒山地、南を羽曳野丘陵、西を上町台地に囲まれた河内平野の中央

部、標高4～ 5mに ある。

河内平野は6000年 ～7000年前、地球規模の温暖化に伴い海水面が上昇し、生駒山麓まで海水

が入り込んで湾をなしていた。しかし、3000年 ～2000年前頃には海退に移り、それとともに淀

川、旧大和川の上砂の運搬、堆積作用により陸化が進んだ。堆積した平地にも蛇行原、三角州

など形態の特徴、形成過程の異なる地形に細分され、さらにその中にも河道ぞいに細長く廷び

る平滑な微高地 (自然堤防)、 その後背の低平地 (後背低地)、 あるいは旧河道跡の微高地など

が認められる。

若江遺跡周辺で生活が開始されたのは弥生時代からである。前期には山賀、八生堂、高井田、

鬼虎川、中垣内といった遺跡で集落が営まれるようになる。これらの遺跡は、当時の河内湖の

ほとりにあたるところであり、水稲栽培に適した低湿地のある低地である。河川の堆積作用で

陸地となったところで粘土やシルト、砂などから構成されている。

古墳時代になると、西岩田、意岐部、岩田、小若江、若江北などの遺跡で集落が営まれる。

当遺跡でも、遺跡の南東端で土坑や溝などが見られる。

歴史時代に入ると、八生堂、小若江、弥刀、神並、植附、西ノ辻などで集落が見られる。当

遺跡では、平安時代の元慶年間 (877～ 885)に若江寺があつたことが『尊意贈僧正伝』によつ

て知られ、奈良時代から室町時代に至る各時代の瓦や土器が出土している。

室町時代には、畠山氏が河内国守護に任ぜられ、河内国支配の拠点として若江城を築いた。

しかし、畠山氏の家督相続争いにより畠山氏は衰退、かわって三好氏が勢力を伸ばすが、三好

氏も織田信長により滅ぼされ池田丹後守教正が城主となる。若江城は、信長の石山本願寺攻め

の拠点として使われるが、天正8年 に和議が成立し、役目を終え廃城となる。

このような地理的環境、歴史的環境に中で、若江遺跡では、昭和47年 に発掘調査が開始され

て以来、ほぼ毎年調査が実施されている。これらの調査では、弥生時代から歴史時代 (江戸時

代)にわたる様々な遺構や遺物を検出し、若江地域の歴史が徐々に明らかになってきた。

今回刊行することが出来た若江遺跡第30・ 31次調査報告は、関西電力株式会社の電路管埋設

に伴う調査であり、府道大阪東大阪線に沿って東西に長く範囲を対象とし、本遺跡の中心部を

ほぼ東西に貫く調査となった。

この調査の結果、古墳時代の土坑、12世紀後半から16世紀後半にかけての溝、土坑、ピット、

近世から現代にかけての池などが検出され、弥生土器、古墳時代の土師器須恵器、製塩土器、

奈良時代の土師器、平安時代末～室町時代末の瓦器、白磁、青磁、土師器皿・羽釜、陶器橋鉢、

磁器片、多量の瓦、獣骨が出土し、当時の人々の生活を窺うことができた。

1
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第 1図 周辺遺跡分布図
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Ⅲ.調査の概要
調査は若江北町3丁 目。若江本町4丁 目地内における府道大阪東大阪線の拡幅予定地の道路敷

で、道路の北側に位置した限られた範囲を、東西約500m、 幅約1.2mに ついて実施した。

第30次 (A～ 1地区 )

B地区では、幅20～ 30セ ンチ、深さ10～ 20セ ンチの溝状遺構。幅約1.2m。 周囲との比高約

0.5mの南北方向の畦畔を検出した。詳細な時期は不明であるが、14c以降と考えられる。こ

の系はは、2度の修復を受けていると考えられ、継続した水田工作の痕跡がうかがえる。

C地区では、B地区から続く溝状遺構と、近世の井戸1基を検出した。井戸は、下部に方形

の木組を用いたもので、上部は抜きとられている。

D地区では、南北方向の大溝を検出した。溝の廃絶は、17cと 考えられる。幅約7mを計り、

若江城廃絶期以降のものと考えられる。

また、E地区に続く灰層の堆積した溝状遺構を検出した。この溝状遺構は、若江城廃絶期に

あたるものと考えられ、若江城関係の遺構の西限と考えられる。他に柱穴、土坑等を確認した。

E地区では、D地区から続く溝状遺構、6c中 頃の上坑1基を検出した。

F地区では、南北方向の若江城の堀、井戸、暗渠、柱穴、土坑等を検出した。堀内には、多

量の瓦が堀の肩に沿って、落ち込むように堆積している。

G地区では、柱痕の残る柱穴、溝状遺構、土坑、井戸を検出した。柱穴は、一辺12～ 15cm

の方形のものが多く、認められる。いずれの遺構も若江城の最終の時期と考えられる。

イ`世 ● 1「

引

…o                    200m
I      I      I

第 2図 調査地点位置図 (1/5,000)
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H地区では、溝状遺構、土坑と、東北東に伸びる堀の北肩を検出した。 I地区は、すべて堀

内の堆積物である。

第31次調査

遺構

検出した遺構は溝6条、土坑1基、ピット6個、池1である。検出した層は池を除いて第5層上

面である。

溝 1 調査地区の東端 a¨ 1、 2地区において検出した。東南東から西北西に延びる溝で、幅
95cm、 深さ26.4cm、 検出長4.5mで ある。埋土は2.5Y4/2暗灰黄色粘土で、直径4～ 8mmの 茎の

痕跡が多く見られ、その茎の周囲には鉄、マンガン等の沈着がみられた。遺物が出土しなかっ

たため時期は不明である。

溝 2 a-5地区で検出した。南北方向に延びる溝で、幅112cm、 深さ13.4cmである。南端、
北端とも破壊されていたため検出したのは20cm幅だけである。埋土はloY R2/3黒褐色中粒砂

で古墳時代後期の須恵器・土師器、平安時代後半の瓦器椀・土師器皿、平瓦が出土した。瓦器

椀より12世紀前半に埋まったものと思われる。

清 3 b-1～ 2地区で検出した。東西方向に延びる溝で、溝の北岸は調査地区外に広がって

おり南岸肩部を検出しただけであるので幅は不明である。深さ37.8cm、 検出長5.5mで ある。埋

土は上下2層に分かれ、上層が5B G3/1暗青灰色細粒砂、下層が5Gl,7/1緑黒色シルトで、上層

からは古墳時代の土師器・須恵器、奈良時代の土師器杯、平安時代末～鎌倉時代初頭の瓦器

椀・土師器皿、平瓦、下層からは古墳時代の須恵器・土師器高杯・甑、平安時代末の瓦器椀・

甕が出土した。坦まった時期は瓦器椀より上層が13世紀前半、下層が12世紀後半である。

清 4 c■地区で検出した。南北方向に延びる溝で、幅180cm、 深さ10cmで ある。埋土は上
下2層 に分かれ、上層が7.5G Y4/1暗緑灰色極細粒砂、下層が5Bl.7/1青黒色粘上である。古墳

時代の上師器・須恵器・製塩土器、平安時代の瓦器椀・甕が出土した。埋まった時期は瓦器椀

より12世紀後半と思われる。

清 5 c-3～ d■地区において検出した。東南東から西に延びる溝で、溝の南岸は調査区外

に広がっており北岸肩部を検出しただけであるので幅は不明である。深さ25cm、 検出長4.7m

である。埋土は上層が2.5Y5/6黄褐色中粒砂、2.5Y6/1黄褐色中粒砂、5G Y5/1オ リーブ灰色細

粒砂～中粒砂で、下層がloB Gl.7/1青黒色中粒砂、5B G4/1暗青灰色粘質シルトである。上層

からは古墳時代の土師器高杯・須恵器、鎌倉時代～室町時代にいたる瓦器椀・同羽釜脚部・同

火舎脚部、白磁片、土師器皿 。同羽釜、多量の瓦が出土した。上師器皿、陶器悟り鉢より16世

紀後半から末に埋まったものと思われるが、土師器等には特に磨減したものが多く見られ、流

れ込んで二次堆積したものであろう。

溝 6 c-4地 区で検出した。西北西から東南東に廷びる溝である。幅60cm、 深さ21cmで

6.2m分 を検出した。埋土は2.5Y5/6黄褐色中粒砂、5B G4/1暗青灰色粘質シルトで、古墳時代

4
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の須恵器杯力をはじめとする須恵器片、土師器高杯をはじめとする土師器片、鎌倉時代～室町

時代にいたる瓦器椀・同羽釜・同羽釜脚都・同火舎・同甕、土師器皿・同羽釜、青磁片、陶器

片、磁器片、瓦が出土した。溝5と 同じく磨減したものが多く、溝5と 同時期に二次堆積したも

のと思われる。

土坑 1 径70cm、 深さ40cmである。坦土は7.5Y5/3灰オリーブ色中粒砂、2.5Y4/3オ リーブ褐

色極細粒砂、N3暗灰色極細粒砂、 5G2/1緑黒色シルトがブロック状に入り交じったもので、

古墳時代の須恵器・土師器、鎌倉時代の瓦器が出土した。埋まった時期は瓦器椀より13世紀中

棄と思われる。平面形態は円・楕円・方形である。柱根を残すものもあるが規模は様々で一定

せず、規則的な配列も見られない。

ピットl a-3地区で検出した。上面の推定直径77cm、 深さ30～ 34cmである。埋土は上か

らloG Y2/1緑黒色シルト、10 GY4/1暗緑灰色粘土、 5 GY5/1オ リーブ灰色極細粒砂、2.5Y4/3

オリーブ褐色中粒砂、10 G Y4/1暗緑灰色砂質シルトで、古墳時代前期から中期の土師器片、平

安時代末の瓦器椀・土師器皿が出上した。埋まった時期は瓦器椀より12世紀前半と思われる。

ビット2 b-4地 区で検出した。直径80cm、 深さ40cmである。埋土は上層が7.5R3/2暗 赤

褐色シルト、下層が7.5GY4/1暗緑灰色極細粒砂で、内面ヘラケズリ、外面ハケメを施した土

師器片 5点が出土した。調整技法などから古墳時代のものと思われるが詳細な時期は不明であ

る。

ビット3 b-4地区で検出した。直径60cm、 深さ40cmである。ピット2の西約2.7mに あり、

V字形に近い堀形をもつ。埋土は上層が7.5R3/2暗赤褐色シルト、下層が2.5G Y4/1暗緑灰色極

細粒砂で、土師器高杯 。同壼、内面ヘラケズリ、外面ハケメで器面調整した土師器片、製塩土

器などが出土しており、 5世紀後半のものと思われる。

ピット4 c-1地区で検出した。一辺35cmの隅丸方形である。深さ14cmで ある。埋土は10

B G4/1暗青灰色中粒砂混じリシルトで、古墳時代の須恵器杯、土師器片、平安時代から鎌倉

時代の瓦器、土師器が出土したが、いずれも細片のため詳しい時期は不明である。

ビット5 c-1地区で検出した。ピット4の西約1.7mにある。深さ14cmで ある。直径30cm、

深さ25cmである。ピットのほぼ中央に埋土はloB G4/1暗青灰色中粒砂混じリシルトで、古墳

時代の須恵器杯、土師器片、平安時代から鎌倉時代の瓦器、土師器が出土したが、いずれも細

片のため詳しい時期は不明である。直径14cm、 長さ90cmの柱根が残る。埋土は 5 PB3/1暗青

灰色極細粒砂で、出土遺物がまったくないため時期は不明であるが、溝4が埋まった後で構築

されているため12世紀後半以降のものである。

ピット6 c-2地区で検出した。一辺70cmの隅九方形である。深さ39cmである。埋土は上

層が10 G Y3/1暗緑灰色中粒砂混じり細粒砂、下層が 5PB2/1青黒色粘上で、平瓦、土師器大

皿、瓦器オ宛、須恵器、獣骨が出上した。瓦器椀、土師器皿より13世紀前半から中葉に埋まった

ものと思われる。
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池 e-2地 区から3地区にかけて検出した。護岸の一部である。池の岸に沿って径8～
18cmの九太材をほぼ lm間隔で打ち込み、池の底への傾斜面に長さ3.5m、 幅20～ 35cm、 厚さ

0.8cmの板材を積み上げ、板が崩れないように幅16cm、 厚さ0.8cmの板を2枚重ねて縦に長く

打ち込んでいる。池の深さは、湧水による断面崩壊などにより調査の継続が困難となり確認す

ることができなかった。池からの出土遺物は、古墳時代の須恵器、土師器、鎌倉時代から室町

時代の瓦器椀・同羽釜・同羽釜脚部 。同火舎、土師器皿、陶器、近世以降の磁器片である。池

が掘削された時期は今回の調査では判明しなかったが近世以降と思われ、廃絶は府道大阪東大

阪線が敷設された昭和9年頃といわれている。は)

注 池についての資料を調べるために若江農業協同組合を訪れ、元理事長藤原氏、元参事
玉里氏に古地図、地籍図等の資料を拝見させていただき、お話をうかがった。記して謝

意を表します。

出土遺物

今回の調査で出土したのは、弥生土器、須恵器、土師器、製塩土器、瓦器、陶器、磁器、瓦

などである。出土量の多いものは瓦、土師器、須恵器、瓦器でそれ以外は少量である。また地

区別では c地区が圧倒的に多く、以下 a地区、 b地区、 d地区、 e地区となっている。層位別

では5層からの出土が多く、以下 4層、 3層、 6層、 7層 の順である。出土遺物のほとんどが

細片であり図化できるものが少なかった。したがって、ここでは図化できたものについてのみ

記す。

遺構出土の遺物

土師器

ピット1、 3、 6、 溝 3～ 6か ら出土した。奏、高杯、小型九底重、皿、羽釜などがある。

1～ 3は奏である。日縁部は「く」宇形に屈曲し外上方に立ち上がる。 1は球形、九底の体部

をもつ甕である。日縁部はやや内彎気味に立ち上がる。日縁端部は内面にやや肥厚させている

が内傾する面はもたず九くおさめる。回縁部外面はヨコナデであるが内面はハケメである。体

部外面は12オヽ/cmの細かいハケメ、内面は上半がハケメであるが下半はヘラケズリである。外

面には煤が多く付着している。色調は煤の付着状態によつて異なるが2.5Y7/4浅黄色から2.5Y

4/1黄灰色を呈する。胎土には0.lmm以下の非常に細かい長石・石英を含む。 2、 3はやや外

湾しながら立ち上がる日縁部をもつ。体部は球形を呈し、外面はハケメ (9～ 10本/cm)を施

すが内面はヘラケズリはほとんど見られず、粘土の接合痕が顕者である。外面には煤が付着し

ている。色調は 5Y5/2灰 オリーブ色で胎土には長石を多く含む。ピット3出土。

4～ 6は高杯である。 4、 5は脚部で 4はゆるやかに外反するいわゆるラッパ状を呈するも

のである。表面は磨耗が著しいため調_承手法が明確ではないが、外面はヘラナデ、内面はヘラ

ケズリと思われる。色調は2.5Y6/6明責褐色で胎土に長石・石英・金雲母・角閃石の細粒を多
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く含む。溝3出土。

5は途中で屈曲して広がる。脚端部には沈線が一条めぐる。色調は10Y R8/3浅責橙色で胎

上には非常に細かい角閃石・長石 。金雲母・石英を含む。ピット3出土。

6は杯底部である。杯部と脚部との接合には凹凸を利用しているため杯底部にヘソ状の突起

を残している。表面の磨耗が著しいため調整は不明である。色調は7.5Y R6/1褐灰色で、胎土

には石英・長石を多く含む。溝 5出土。

7は小型九底重の口縁部である。日縁は直線的に外上方に開き、端部を尖りぎみにおさめる。

内タト面ともていねいにヨコナデ調整している。。色調は7.5Y R6/6橙 色で、胎土には長石の微

粒以外ほとんど鉱物を含まない。ピット1出土。 8～ 10は皿である。 8は平底で体部は内彎し

て立ち上がる。口縁端部は九くおさめる。体部は2段のヨコナデ調整、底部内面は一方向のナ

デを施すが、底部外面は未調整である。色調は2.5Y7/3浅黄色で、胎土には非常に細かい長

石・金雲母・角閃石を含む。溝 4出土。

9は平底から内彎して外上方に短く立ち上がる。日縁端部は九くおさめる。日縁部は右回り

のヨコナデ、底部外面は未調整である。色調は10Y R8/4浅責橙色で、鉱物を含まず水簸され

た精良な胎土である。ピット6出土。

10は体部がほぼ直線的に立ち上がり、日縁端部は尖りぎみにおさめる。日縁部はヨコナデ調

整を施す。色調は10Y R8/3浅 黄橙色である。溝 6出土。

11は羽釜の回縁部である。内彎ぎみに内傾する口頚部である。口縁端部は外側に月巴厚してい

る。

瓦器

溝 3、 5、 6、 ビット1、 6か ら出上した。椀、小皿、羽釜、脚付羽釜、甕、火舎、香鱚な

どがある。12～ 15は椀である。体部は内彎しながら立ち上がる。12は 口縁部内側に沈線がめぐ

り、ヘラミガキも細 く密でていねいである。水簸された精良な粘土でいわゆる大和型である。

溝 3出土。

13、 14はヘラミガキが太く粗雑である。日縁部はヨコナデ調整を施す。体部外面にはヘラミ

ガキはなく指頭圧痕が目立つ。ピット6出土。15はイ宛底部である。断面三角形の高い高台を有

する。ピット1出土。16は皿である。平底の底部から外上方にやや外反しながら短く立ち上が

る。日縁端部は丸くおさめる。日縁部はヨコナデ、底部内面はナデを施す。溝 3出土。

17は香燿である。直線的にやや外上方に立ち上がる。体部内面には布目痕らしきものが見ら

れる。日縁部はヨコナデ調整を施す。ピット6出土。18は火舎の底部である。体部は内彎しな

がら立ち上がり、三脚を有するものと思われる。体部、底部ともヨコナデのあと5～ 6mmの大

いヘラミガキを施している。色調は5B G4/1暗青灰色で、胎土には0.lmm大の長石・石英を含

む。溝 5出土。

陶磁器

溝 5、 ピット4から出土した。播外、椀などがある。19は播鉢である。体部はゆるやかに内
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彎しながら外上方に立ち上がる。口縁は縁帯をなし、上下両方に拡張する。体部(回縁部内外

面ともヨコナデを施し、のち底部から口縁部に向かって7本以上の櫛状施文具ですり目を施す。

粘土紐巻き上げ成形と思われ、内外面に接合痕が残る。色調は2.5Y R4/3に ぶい赤褐色で長石

を多く含む。備前焼。溝5出土。

20は椀である。分厚い底部に内彎して立ち上がる体部をもつ。明緑灰色の磁胎にほぼ同色の

釉を分厚くかけている。高台畳付の釉を幅1.5cm分を円形に掻き取り重ね焼きしている。伊万

里焼と思われる。ピット4出土。

包含層出土の遺物

盛土を除き旧耕土、床土以下第7層 まですべて遺物を包含していた。遺物には須恵器、土師

器、瓦器、輸入陶磁器、国産陶磁器、瓦、鉄釘、鉄津、貨銭がある。

須恵器

杯、高杯、椀、甕、重、鉢などがある。1～ 41ま杯である。1のたちあがりはやや内傾度が大

きい。端部は欠失しているが九くおさめるものであろう。受部はほぼ水平に伸び端部は丸くお

さめる。残存部でのヘラケパリはみられず、内タト面ともヨコナデ調整を施す。

2～ 4は高台である。高台はあまり高くなく、わずかに外方へぶんばる。貼 り付けの高台であ

る。3の端面には柾目状の圧痕がついている。5は高杯脚部である。脚部は短く、脚端部を上下

に突出させ尖りぎみにおさめる。透かしは長方形で3方にもつものと思われる。内外面ともヨ

ヨナデ調整を施す。色調は10B G5/1青 灰色である。

6は椀である。回縁部はほぼ垂直に立ち上がり端部は九くおさめる。日縁部と体部の境に1本

の凸帯が巡るが九みをもっている。内外面ともヨヨナデ調整を施す。色調は7.5G Y6/1緑灰色

である。

土師器

奏、高杯、鉢、椀などがある。7～ 91よ甕である。71まやや外反しながら外上方に立ち上がる

口縁部を持つ。国縁端部は外傾する面をもち、内側に巻き込む感じで肥厚する。内外面ともヨ

コナデ調整を施す。色調は2.5Y8/3淡 黄色である。81ま 口縁端を九 くおさめる。内外面ともヨ

コナデ調整で、色調は2.5Y5/4黄褐色である。胎土には0.1～ 2■m大の長石、石英、雲母、角閃

石を多く含む。91ま球形に近い器体と、強く外反する日縁部とからなる広回の奏である。体部

内面と口縁部はヨコナデ調整を施すが体部外面は未調整である。色調は5Y R6/6橙 色で、o。 1

～0.5■m大の長石を少量含む。

10、 11は椀である。10は 口縁部が短く外反し、端部は九くおさめる。肩部は外方に張りをも

ち底部に続く。日縁部と体部内外面はヨコナデ調整を施す。色調は5Y6/2灰 オリーブ色で、胎

土には0.3mm以下の細かい長石を多く含む。11は 口縁部が短く外上方に開く。口縁部と体部内

面はヨコナデ調整を施す。外面に黒斑がある。7.5Y R7/4に ぶい橙色である。胎土には鉱物を

ほとんど含んでいない。
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12～ 14は高杯脚部である。12は内面上部にしばり目を残すが下半はヘラケズリを施している。

13は内面を上下からヘラケズリ、外面はヘラナデを施す。14は棒状のものに粘土を巻きつけて

作ったもので、外面は鋭い稜角をもち7角形を呈する。胎土には長石を少量含む。

22～26は皿である。22、 23は口縁部を外反させ端部を内側に肥厚させるものである。22は器

壁が厚い。日縁部は内外面ともヨコナデ調整を施す。241ま なだらかに外上方に短く立ち上がる

国縁部で端部は尖り気味におさめる。日縁部はヨコナデ調整を施す。

25、 26は大皿である。25は内彎気味に立ち上がるが上半を強くヨコナデするため外反する。

日縁端は九くおさめる。体部内面と口縁部はヨコナデ調整を施す。26は口縁部が外半気味に外

上方に立ち上がる。口縁端部は肥厚させ尖り気味におさめる。ヨコナデ調整を施す。

瓦器

オ宛、皿がある。15～ 19は椀である。体部は内彎しながら立ち上がる。15、 19は ヨコナデ調整

が強いため、あるいはユビオサエのため外半する。15の内面と口縁部外面に圏線状のヘラミガ

キを施す。16、 19は内面のみヘラミガキを施すが粗 くなり、19で は6～ 7回 となっている。

17、 18は底部の破片である。17は内底面 (見込み)にナデを施したのち、幅の細い並行の暗

文を、18は幅の太い斜格子の暗文を施す。

20、 21は皿である。平底から外上方に短く立ち上がる。日縁部は内外面ともヨコナデ調整を

施す。21はヘラミガキは全くない。20は摩耗しているため不明である。

輸入陶磁器

白磁椀・皿、青磁椀・盤がある。27、 28は白磁椀である。体部は内彎気味に外上方へ立ち上

がり、国縁部は外側に折り返し玉縁を形成する。釉色は5G Y8/1灰白色、磁胎は白色で黒色微

粒を含む。27は玉縁が小さく器壁は薄い。28は玉縁の断面が三角形を呈し稜をなす。釉色は透

明感のある5G Y7/1明オリーブ灰色、磁胎は灰白色である。

29は白磁皿である。釉色は7.5Y8/2灰 白色で全体に薄く施釉されていて細かい貫入がみられ

る。内底面には目跡があり、高台畳付の四方に浅い削り込みがみられるものである。

30、 31は青磁椀底部である。301ま透明感のある5Y6/3オ リーブ黄色の釉で粗い貫入がみられ

る①底部内面には圏線状の削り込がある。高台にはほとんど罪由がかかつていない。31は不透明

な2.5Y6/2灰黄色の釉で、粗い貫入がみられる。全体に施釉したのち見込みと畳付の釉を掻き

取つている。磁胎は5Y R5/3にぶい赤褐色でo。 1～ 0.3■m大の石粒を多く含む。

32は鉢である。体部はやや内湾しながら外上方に立ち上がり、口縁部を「く」字状にタト折さ

せている。

9

①の



Ⅲ。まとめ

今回の調査では、近世から近代にかけての池、室町時代後半の溝、鎌倉時代の溝、ピット、

土坑、平安時代の溝、ピット、古墳時代のピット・土坑が出土した。

若江城の遺構は、若江本町4丁 目の若江派出所あたりにある堀外側の土塁を境に東側は検出

されていない。また、D地区付近を西限として、その間が微高地となっていたようである。、

周辺は低地で深田となっていたと考えられる。

平安時代後半から鎌倉時代の溝、ピットが検出され、若江の集落に関係するものと考えられ

るが周辺の調査の進展を待ちたい。

遺物では、弥生土器、須恵器、土師器、製塩土器、瓦器、陶器、磁器、瓦などが出上した。

出土量の多いものは瓦、土師器、須恵器、瓦器でそれ以外は少量である。時期的には平安時代

から鎌倉時代のものが多く、古墳時代の遺物が認められた。
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2 5Y5/1 灰色砂質シルト。中粒砂～細礫多量にまじる。
3 10GY4/1 暗緑灰色粘土。粗粒砂少量混じる。
4 10G4.2/1 暗緑灰色粘土。細・中粒砂、細礫多量に混じる。
5 10G3,8/1 暗緑灰色粘土。細・中粒砂、細礫多量に混じる。
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1 10Y5/1 灰色砂質シルト。細～中粒砂多し。細礫混じる。
2 7.5Y4.6/1.6 灰オリーブ色砂質シルト。細～中粒砂多し。細礫混じる。
3 7.5Y4/2 灰オリーブ色粘質シルト。粗粒砂～細礫多量。
4 10Y4/1 灰色粘質シルト。中～粗粒砂多量。炭化物少量混じる。

畦畔2
2.5ん 5/1シルト質粘土と、1(lYR5/4にぶい黄褐色砂質シルトの混合。

第 4図 B地 区実測図
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